
刊行のことば

近年、日本の社会では、少子高齢化、核家族のさらなる進行、女性の社会進出、経済のグロー
バル化、情報化の進展など社会環境の変化が加速し、家族のあり方や親子関係を含めた子どもの
成育環境に大きな変化が起こっています。このような変化をとらえるため、学術的な調査・研究
を行いその成果を事業・社会に還元することを目指して、ベネッセ教育総合研究所は活動してい
ます。

このたびご報告いたします「乳幼児の親子のメディア活用調査」は、2013 年３月に行った第
１回から４年を経て、2017 年３月に実施しました。近年、新しいメディアが急速に増えている
なかで、乳幼児期の親子のメディア活用の実態と意識をとらえることを目的としております。今
回は 3,400 名の保護者の皆さまにアンケートのご回答をいただきました。家事や子育て、仕事に
お忙しいなか、お答えくださった方々に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

今回の調査結果には、０歳６か月～６歳までの子どもをもつ保護者のメディア活用の実態と意
識や乳幼児にどう使わせているのかについてのデータが数多く入っています。調査で浮かび上
がった現状を踏まえ、親子が新しいメディアと上手に付き合っていくための基礎資料となってい
ます。子育て中の保護者の方々、幼児教育・保育にかかわっておられる先生方、研究者、子育て
や教育にかかわる支援・行政に携わる方々など幅広くご活用いただければ幸いです。

2018 年３月
ベネッセ教育総合研究所
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概
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本調査の特徴 調査概要

ベネッセ教育総合研究所では、「小さな子どもとメディア」について多角的に考えようという
主旨で 2007 年に研究会を立ち上げ、発達心理学や小児医学などの専門家が集まり、研究・討議
を進めてきた。エビデンスベーストな考察と討議を活動の基本として、国内外の関連文献や先行
事例を収集・分析し、子育て支援の立場から、乳幼児の保護者のメディア視聴や活用の現状を探
る調査を行っている。これまでの活動についてはWeb サイト「小さな子どもとメディア」で発
信をしている。（URL：http://berd.benesse.jp/jisedaiken/media/）

本調査は、この数年でスマートフォンやタブレット端末などが急速に普及し、生活するうえで
欠かせないものになってきていることを受けて、乳幼児の生活におけるメディア利用の実態、保
護者の意識と実態をとらえることを目的に実施した。

本調査の特徴は以下のようにまとめられる。

１．乳幼児のいる家庭におけるメディア利用の実態を幅広く把握することができる
テレビ番組やビデオ・DVDに加え、タブレット端末やスマートフォン、据え置き型ゲーム機、
携帯型ゲーム機などのメディアについて、家庭における所有率や乳幼児がみたり使ったりするア
プリ・ソフトの内容など、乳幼児とその家族のメディア利用における基本的な実態を幅広く把握
できるようにしている。

２．４年間の経年変化がわかる
本調査では、時系列での変化を把握することを目的として設計している。第１回調査と同一の
項目を用いているため、４年間の変化をとらえることができる。

３．乳幼児の年齢による違いを把握することができる
今回の調査は、０歳６か月から６歳就学前の乳幼児をもつ保護者を対象としている。乳幼児の
生活における様々なメディア利用の様子や保護者のかかわりの実態と意識が、乳幼児の年齢に
よって、どのように違うのかを把握することができる。

４．乳幼児の保護者自身のメディアとの接し方をとらえることができる
乳幼児をもつ保護者自身が、子育ての中でメディアとどのように接しているのか、また保護者
の年代によってどのように違うのかを把握し、乳幼児とメディアとのかかわりについて、多面的
にとらえられるよう配慮している。

１．調査テーマ	 	乳幼児期の親子のメディア利用に関する実態と意識、保護者のかかわり、保
護者自身のメディアとの接し方

２．調査方法	 第１回調査　郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）
	 第２回調査　インターネット調査

３．調査時期	 第１回　2013 年３月
	 第２回　2017 年３月

４．調査対象	 第 1 回　０歳６か月～６歳までの就学前の乳幼児をもつ母親 3,234 名
	 　　　　（配布数 10,010 通	有効回収率 32.3％	）
	 第２回　０歳６か月～６歳までの就学前の乳幼児をもつ母親 3,400 名

５．調査地域	 第１回・２回ともに東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県

６．サンプル数	

７．調査項目	 	家庭でのメディア所有状況／子どもの１週間のメディアの使用頻度・1日の
使用時間・時間帯／アプリ・ソフトの使用状況／親子で決めているメディア
のルール／保護者による子どものメディア使用やアプリ・ソフトへの意識／
保護者自身のメディア使用状況／地域とのつきあい／子育て意識など。

本報告書を読む際の注意点
・本報告書では、母親のみを分析対象とした。
・本報告書で使用している百分率（％）は、有効回答数のうち、設問に該当する回答者を母数と
して算出し、小数点第２位を四捨五入して表示した。その結果、各々の項目の数値の和と合計
を示す数値とが一致しない場合がある。
・選択肢を合計した値は、集計方法が異なるため、基礎集計表の値とは異なる場合がある。
・経年比較の図表において、該当の項目を示していない年は、その項目はたずねていない。
・第１回と第２回で調査方法が異なるため、経年比較では 2013 年の無答不明を除いて表示して
いる（基本属性以外）。
※報告書の中で掲載しているWeb サイト・SNS・アプリの名称・情報は変わることがあります。

（人）

０歳児
後半 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 ６歳児 合計

第１回調査
（2013） 569 521 436 448 438 421 401 3,234

第２回調査
（2017） 388 515 515 515 515 515 437 3,400
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注）　2017年調査では「無答不明」はない。

男子
49.8

女子
49.8

無答不明 0.3

男子
52.2

女子
47.8

（%）

2013 2017

（%）

注）　2017年調査では「無答不明」はない。

20132013

20132017

17.6 16.1 13.9 13.013.5 13.5 12.4

11.4 15.1 15.1 15.115.1 15.1 12.9

0歳後半 1歳 2歳 3歳
4歳 5歳 6歳 無答不明

（%）

注）　2017年調査では「無答不明」はない。

20132013

20132017

70.7 25.9
0.22.8
0.4

60.2 35.4
4.0

0.4

1人 2人 3人 4人以上 無答不明

注）　2017年調査では「無答不明」はない。

２
０
１
３

２
０
１
７

（%）

幼稚園 保育園 認定こども園 その他の園・施設
園や施設には通っていない（未就園） 無答不明

26.3 66.3 0.4

68.7 27.1 0.1

1 ～ 3歳
（1405人）

4～ 6歳
（1260人）

5.2 19.5 73.9

72.9 20.2 3.3

1 ～ 3歳
（1545人）

4～ 6歳
（1467人）

0.3

2.1

3.3

0.50.9

2.7 3.30.9

1.10.9

（%）

20132013

20132017

父
親
の
年
齢

20132013

20132017

母
親
の
年
齢

注）　2017年調査では「無答不明」はない。

6.1 21.6 30.4 10.631.3

12.8 31.4 24.930.9

10.8 28.3 17.4 9.034.4

20.0 37.9 14.627.5

29歳以下 30-34歳 35-39歳 40歳以上 無答不明

基本属性

１ 性別

２ 子どもの年齢

３ きょうだい数

４ 就園状況

５ 父親・母親の年齢
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200万円未満

200万～400万円未満

400万～600万円未満

600万～800万円未満

800万～1000万円未満

1000万～1200万円未満

1200万～1500万円未満

1500万～2000万円未満

2000万円以上

無答不明（2013 年）
答えたくない／わからない（2017 年）

2013年 2017年

注）　2017年調査では、無答不明がない代わりに、項目に「答えたくない／わからない」を追加した。

1.5

11.7

27.3

22.1

11.1

7.2

3.2

1.9

0.8

1.4

14.1

29.7

19.9

10.0

3.5

2.4

0.9

0.6
13.3

17.5

（%）403020100

（%）

注1）　2013年調査で「正規の社員・従業員」「派遣・契約社員」→2017年調査「常勤」に変更（集計は経年比較するた
　　　めに合算）、同様に、「パートタイム・アルバイト」→「パートタイム」。
注2）2017年調査では「無答不明」はない。

20132013

20132017

15.9 10.4 53.7 14.4 1.6

13.2 10.6 65.8 8.2 0.4

常勤 パートタイム フリー（在宅ワークを含む） 専業主婦
無答不明産休、育休中や休職中 その他

3.5

1.8

0.5

（%）

注）　2017年調査では「無答不明」はない。

20132013

20132017

14.8 34.2 6.817.4 20.7

17.1 42.216.8 15.2 0.4

中学校 高等学校 専門学校
高等専門学校

その他
短期大学

無答不明
四年制大学

大学院（六年制大学を含む）

1.0

2.0

1.8 0.3

3.5

2.9

3.0

８ 世帯年収

６ 母親の就業状況

７ 母親の最終学歴
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乳幼児の親子の
メディア活用調査を
ふりかえって

序 章

汐見　稔幸
榊原　洋一
菅原　ますみ
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新しいメディアを使って親子の会話を
楽しむ時間に

白梅学園大学学長、東京大学名誉教授　汐見　稔幸

序章 乳幼児の親子のメディア活用調査をふりかえって

今回の調査結果から、乳幼児のいる家庭に、
予想以上に短期間でスマートフォン（スマホ）
が普及したことがわかりました。乳幼児のい
る家庭だけでなく、日本人の生活の必需品と
なっている様子が表れているのだと思います。

スマホが乳幼児の生活に、世間で懸念され
ているように深く入り込み、依存症状などを
生み出しているのではないか等を慎重に調べ
ましたが、結果はそうではなく、乳幼児が長
時間利用している家庭はごくわずかであり、
外遊びや絵本を読むなどの時間が減少してい
るわけでもなく、1 日の生活の中にバランス
よくメディアを取り入れようと保護者が配慮
している様子がうかがえるものでした。視聴
する内容やルールについても気にかけている
家庭がほとんどで、乳幼児のメディア利用に
対して社会の方が過度な心配をしなければな
らない、という結果ではありませんでした。

現在は、スマホが一般家庭の生活でどう位
置付いていくのか、いわば模索が続いている
のだと思います。自分の周囲の世界のことを
もっと知りたい、レシピなどの必要な情報を
楽に手に入れたい、できれば映像情報も手軽
に得たい等々は、いわば人間の本能でしょう。
その意味で、調べたいことがすぐに調べられ、
しかも映像やゲームが楽しめる身近なメディ
アに、子どもが興味を持つのはごく自然のこ
とと思われますが、その可能性と限界につい
ても自然と理解されていく可能性があること
が示唆された結果だったように思います。

今後、電子絵本などが普及し、３Ｄ映画の
ように立体的な映像を手軽に楽しめるような
ツールが出てくることも予想されます。今回

の調査では、乳幼児は主に映像や音楽などを
利用している様子が浮かびましたが、今後、
これらの新しいメディアが出てきたとき、そ
の可能性や課題をていねいに吟味しながら、
その活用の仕方を家庭が模索することによっ
て、各家庭でより豊かな親子関係と親子の会
話を楽しむ時間が増えることを期待します。

あわせて強調しなければならないことは、
メディアから間接的に情報を得るだけでなく、
実体験も当然ながら大切になるということで
す。メディアで得た知識を真の理解へと深め
るには、実際に五感を使って感じることが絶
対条件だからです。学校でアクティブ・ラー
ニングの大切さが強調されるようになってき
ましたが、それは乳幼児も同じで、動画や絵
本等の間接情報と豊かな実体験が脳でつなが
ることで、知識が身体に刻み込まれ、智恵と
つながる知性が身につくのです。
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1　「コンピューターって何？」

有名な電子機器メーカーのタブレット端末
のテレビコマーシャルに次のような場面があ
ります。

小学生くらいの子どもが、学校からの帰宅
途中に、友達と写真添付の SNS メールを交
換したり、道ばたの草にいたカマキリの写真
を撮ったりしています。帰宅して裏庭の芝生
に寝転んでタブレット端末で何かしている
と、隣の家のおばさんがその様子をみて「ね
え、コンピューターで何しているの？」と聞
きます。その時の子どもの答えが表題の　「コ
ンピューターって何？」です。

今回の「第２回乳幼児の親子のメディア活
用調査」報告を監修して第一に感じたことは、
上記のコマーシャルで象徴的に示された家庭
におけるメディア使用状況に大きな転機が訪
れていることでした。上記のコマーシャルは、
もはやコンピューターはどこにでもあり、コ
ンピューターを操作しているという感覚がな
い時代（IoT）の到来を象徴しています。

本調査の対象となったメディア機器は、テ
レビ、ビデオ・DVD、携帯電話、ゲーム（機
器）、パソコン、タブレット端末、スマート
フォンなどでした。1960 年代のテレビ普及
に始まったこうしたメディアの変遷は、それ
を経験しながら生きてきた保護者やそれ以上
の世代にとっては、一連の滑らかな変化とし
て捉えられてきたのではないでしょうか。し
かし、実際には滑らかな変化ではなく、技術
革新による複数回の不連続の大きな飛躍をと
もなう変化だったのです。テレビ、ビデオは
画像装置、携帯電話は通信機器、ゲーム、パ

されるのはいわば自然の成り行きでしょう。
例えば子どもの使用に大きな社会的懸念が表
明されているゲーム機は、保護者が子どもに
買い与えたのではなく、保護者が使用してい
たものを子どもに「おさがり」として与えて
いることが調査で明らかになりました。確か
に、子どもがゲーム機で遊ぶことへの抵抗感
は 70％の保護者が抱いています。それでも
一部の子どもがゲーム機で遊ぶのは、保護者
と子どもが生活を共有していることの証左と
みることができるのではないでしょうか。

同様に、一部の人たちが心配している子育
て中の保護者のスマートフォン使用について
も、調査結果をよくみると親子の共有場面で
使用されている（動画をみせる、写真をみせ
る、一緒に歌などの画像をみる）ことが多い
ことがわかります。子どもが一人でスマート
フォンやタブレット端末に向かっているとい
う場面は少ないのです。

同じく子育て中の保護者とはいっても、パ
ソコン１時間以上使用者は 40 代以上では
34.2％、20 代以下では 23.2％であるのに対
し、スマートフォン・携帯電話ではそれぞれ
33.5％、71.6％と、メディア使用の様相が大
きく異なっていることも明らかになっていま
す。保護者同士の連絡手段も、2013 年では
通話75.8％、メール91.3％、インスタントメッ
センジャー 31.7% であったものが、2017 年
にはそれぞれ、37.6％、42.9％、72.1％と大
きな変化がみられています。

3　これからの研究の課題

こうした家庭におけるメディアの劇的な使
用方法の変化は、保護者と生活を共有してい
る子どものメディア環境を大きく変化させて
います。

アメリカの小児科学会では子どもを取り巻
くデジタルメディアの急速な変化が子どもに
及ぼす影響には「良いこと、悪いこと、そし
てまだわからないこと」があるとして、今後
調査と研究を進めていくべきであるという姿

ソコンは機械と使用する人の機器であるのに
対し、タブレット端末とスマートフォンは、
常時インターネットに接続された通信機器で
あると同時に他者と相互方向的に関わること
のできる新しい IoT なのです。スマートフォ
ンはテレビが小さくなったものではなく、機
能に共通部分はあるものの全く次元の異なっ
たメディアと考えるべきなのです。

2　調査結果から読み取れること

前回（2013 年）の調査からの４年間で、
それ以外のメディア機器の保有頻度が減少し
たのに対し、スマートフォンとタブレット端
末は著明に増加しました。とくにスマート
フォンは 60.5％から 92.4％と大幅な増加を
示し、ほぼ全家庭（98.3％）が保有している
テレビの 98.3％に迫る保有率を示しました。

電話の機能以外はパソコンでも可能ですが、
子どもにとってはパソコンとタブレット端末
あるいはスマートフォンは、まったくことな
るモノです。例えばキーボード入力をするた
めには、言語的能力と指先の巧緻的な協調運
動が必要ですが、乳幼児期の子どもはその両
方とも困難です。指先で触るだけ、また形の
認識さえ可能であれば操作できるタブレット
端末やスマートフォンには年齢制限がありま
せん。実際、言葉の発達に障害がありながら、
タブレット端末を容易に操作することができ
るお子さんが私の外来に多数来られています。

若い子育て中の保護者はこうした利便性の
ある機器を積極的に生活のなかに取り入れて
きています。子どもと緊密な相互関係にある
保護者のメディア使用状況が、子育てに反映

勢が強調されています。
急速なスピードで発展してゆく IoT に囲

まれた子どもたちの生育環境が子どもの発達
に及ぼす影響は、「まだわからないこと」が
多いのです。テレビを主体としたこれまでの
メディアが子どもの発達に及ぼす研究の結果
は、そのままではこうした新しいメディアの
影響については当てはめることができません。
私たちは、子どもを取り巻くメディア環境の
劇的な変化を受け止めて、何が良く、何が悪
いのかを科学的にきちんと見極めて作業を続
けてゆく必要があるのです。

子どもを巡るメディア環境の劇的な変化の時代
お茶の水女子大学名誉教授　榊原　洋一

序章 乳幼児の親子のメディア活用調査をふりかえって
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子どもの発達と親子のかかわりの観点から
－タッチスクリーン・メディアの登場について－

お茶の水女子大学基幹研究院人間科学系教授　菅原　ますみ

序章 乳幼児の親子のメディア活用調査をふりかえって

1　新しいメディアの登場を子どもの認
知発達からみて

今回の調査でもっとも印象的だったのは、
2013 年から 2017 年への４年間で、乳幼児の
いる家庭で保有するメディア機器の割合が大
きく変動したことです。図1－1－1にみるよ
うに、テレビは 99.6% から 98.3% へとほと
んど変動ありませんでしたが、ビデオ・DVD
は 97.4% から 82.5% へ、据え置き型のゲー
ム機は 47.6% から 35.2%、携帯型のゲーム機
も 49.8% から 33.1% に減少しています。パソ
コンも 94.7% から 76.5% へと減っています。
一方で、大幅に増えたのがスマートフォンで、
60.5% から 92.4% とほぼ全世帯に普及しつつ
あり、タブレット端末も 29.3% から 38.4% へ
と増加しました。スマートフォン、タブレッ
ト端末などの直接指で触れて操作する新しい
メディアを“タッチスクリーン（touchscreen）・
メディア”と呼びますが、利用者の急激な拡
大は世界的な潮流であり、乳幼児期や児童期
の子どもたちの間でも、大人や若者とほぼ同
時進行で利用者が増加していっていることも
この新しいメディアの特徴だといえるでしょ
う。今回の調査でも、スマートフォンを日常
生活のなかでみたり使ったりしているのは、
０歳で 2013 年には 13.9% だったのに対して
2017 年では 44.0% へと大きく増加し、１歳
も 44.5% から 64.6% へ、２歳も 65.1% から
80.4% へと増加しています（図1－2－6）。

指や腕（乳児の場合は足だったりなめてし
まったり、といった予想外のタッチをしてい
ることもあるかもしれません）で直接的に画
面を変化させることができることは、小さな

ディアについては、子ども向けのアプリケー
ションが多く開発されてきています。近年の
タッチスクリーン型のメディアのめざましい
技術的進歩によって、例えば対象の質感を触
覚的に感じることができるデバイスなど、子
どもにとってより魅力的なメディアデバイス
や、教育的な効果をめざしたコンテンツが今
後も多く開発されることが予想されます。保
護者や保育者・教師の適切なかかわりのなか
であれば、子どもの認知発達を促す教育的
ツールとして活用することが従来のメディ
ア機器以上に期待することができそうです
が、具体的な効果に関する検証はまだごくわ
ずかしかなされていないのが現状です 2)。ど
のような基準でアプリ・ソフトを選択してい
るのかたずねた今回の結果から（図1－6－
2）、「子どもの年齢に内容が合う（86.6%）」「子
どもにさせたい目的と合う（63.8%）」といっ
た保護者の選択基準以上に、「子ども自身が
気に入っている（91.8%）」ことが基準とし
て重視されており、子どもが好むアプリ・ソ
フトにはどのような特徴があるのか、それら
が教育的にどのような効果を持っているのか、
深めた検討が必要だと思われます。子どもの
発達を損なうような問題点はないのか慎重に
検証しながら、子どもにやさしい媒体や、認
知発達や社会情動性の発達を伸ばすことので
きる教育的で楽しいアプリケーションを作っ
ていっていただきたいと望みます。

3　乳幼児の親子がメディアに接すると
きに

デジタルメディアコンテンツは、絵本など

子どもにとって魅力的なことです。外界に働
きかけた結果が随伴的にすぐにフィードバッ
クされると、子どもは“自分の思い通りになる”
という自己効力感を高め、“おもしろい！・楽
しい！”という気持ちをふくらませます。子
どものおもちゃはそうした工夫がなされてい
るものが多いですが、双方向的なタッチスク
リーン・メディアはその特徴をより有効に活
かすことができる大きな可能性を持っていま
す。小型で身体密着性が高いことも子どもの
おもちゃとしての適性を高めているといえる
でしょう。人間とコンピュータをつなぐタッ
チスクリーン型の新しいタイプのインター
フェースが人間の認知活動や行動にどのよう
な影響を与えるのか、従来型のテレビやマウ
スを使ったパソコンなどのメディアの影響と
違いがあるのか、大人を含めて最近研究が始
まったところで 1)、まだわからないことがた
くさんあります。子どもの認知発達への影響
についても少しずつ結果が報告されるように
なってきましたが 2)、子どもの年齢にあった
教育的なコンテンツであれば、学びをサポー
トする役割を期待することができるような研
究結果も報告されています 2)。０歳からの認
知発達への影響性については今後さらに多く
の研究が展開していくと予想されます。

2　メディアデバイスやコンテンツの作
り手に向けて

子どもの注意をひきつけ、スクリーンのな
かで展開する事象を有効に学習することが期
待されることから、スマートフォンやタブ
レット端末のようなタッチスクリーン型のメ

と同様に、大人が一緒に視聴しながら内容に
ついて「〇〇はどうしてうれしいのかな？」

「どこにあったのかな？」など質問形式で対
話すると、よりたくさんの言葉をおぼえたり
お話の理解が進んだりすることがビデオ視聴
に関する研究で報告されてきています 3)。今
回の調査結果から、メディアの内容に関し
て子どもと会話する保護者は、テレビ番組
74.3%、DVD・ブルーレイ 68.5% と多数であ
り、スマートフォン・タブレット端末ではや
や少ないものの 49.2% と半数近くでした（図
2－1－1）。乳幼児の生活からスマートフォ
ンを完全に切り離すことはもはや現実的とは
いえません。今後は、デジタルメディアを含
む様々なメディアを子どもの遊びや学び、親
子のコミュニケーションのツールとして上手
に活用するリテラシーが重要になってくると
いえるでしょう。

乳幼児のテレビ・ビデオ以外のデジタルメ
ディア（携帯電話・スマートフォン・タブ
レット端末・パソコン）の利用用途のなかで、
写真や、親や子ども自身が撮影した動画の視
聴がとても多いという結果（図1－5－1、写
真は 84.4%・親や子ども自身が撮った動画は
76.2%）も興味深い結果です。とくに動画に
ついての結果は、一般的に懸念されている受
動的な視聴とは異なる実態が明らかになった
といえるでしょう。子どもが撮影したものを
通じて、興味を惹かれた世界を子どもの目線
から知ることができるようになり、それを家
族で共有していくことは親子のコミュニケー
ションの深化につながっていくのではないで
しょうか。

〈文献〉
1)  Brasel, S. A., & Gips, J. G. 2015 “Interface psychology: Touchscreens change attribute importance, 

decision criteria, and behavior in online choice.” Cyberpsychology, Behavior, and Social Networking, 
18, 534-538.

2)  Wang, F., Xie, H., Wang, Y., Hao, Y, & An, J. 2016 “Using touchscreen tablets to help young children 
learn to tell time.” Frontiers in Psychology, 7. doi: 10.3389/fpsyg.2016.01800.

3)  Strouse, G. A., O’Doherty, K., & Troseth, G. L. (2013). Effective coviewing: Preschoolers’ learning 
from video after a dialogic questioning intervention. Developmental Psychology, 49, 2368-2382.
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久保木　有希子（１～２節・５節）
田村　徳子（３～４節・７節）
高岡　純子（６節・８節）
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図1－1－1 家庭でのメディア所有率（経年比較）
2013年 2017年

（%）

注1）　複数回答。
注2）　「スマートフォン」「携帯電話」は母親が使用している割合の数値。
注3）2013年は無答不明を除く。

テレビ 99.6
98.3

97.4
82.5

94.7
76.5

29.3
38.4

47.6
35.2

49.8
33.1

60.5
92.4

43.3
11.2

ビデオ・DVD（ハードディスク
レコーダ・ブルーレイを含む）

パソコン

タブレット端末

据え置き型のゲーム機

携帯型ゲーム機

スマートフォン

携帯電話

図1－1－2 家庭でのネットワーク環境（経年比較）
2013年 2017年

（%）

注1）複数回答。
注2）　2013年は無答不明を除く。

有線 LAN

無線 LAN

14.4
37.6

74.4
61.0

0.0
1.4

7.3
5.3

9.9
3.8

その他

わからない

ない

注1）「スマートフォン」「携帯電話」は母親が使用している割合の数値。
注2）（　　）内はサンプル数。

図1－1－3 家庭でのメディア所有率（子どもの年齢別、2017年）
（%）

（%）

テレビ
ビデオ・DVD
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
携帯電話
据え置き型のゲーム機
携帯型ゲーム機

97.9
79.1
74.2
26.8
95.1
9.5
36.3
34.3

０歳後半
（388）

98.4
76.3
75.1
23.1
93.6
9.3
35.5
32.6

１歳
（515）

98.4
80.2
77.1
23.7
94.6
8.7
34.6
32.2

２歳
（515）

98.3
84.3
75.9
22.9
92.8
11.1
32.4
29.5

３歳
（515）

99.4
84.7
76.1
23.9
91.5
11.7
34.8
32.0

４歳
（515）

98.4
84.5
76.7
24.1
90.9
13.4
37.7
32.2

５歳
（515）

96.6
88.3
80.1
23.6
88.8
14.6
35.5
39.8

６歳
（437）

100

80

60

40

20

0

●乳幼児の母親のスマートフォン所有率
は４年前の60.5％から92.4％に増加

乳幼児のいる家庭に、メディアはどのくら
い浸透しているのだろうか。家庭での所有の
有無をたずねた。なお、スマートフォンと携
帯電話は、母親と父親それぞれについての使
用の有無をたずねており、母親の結果を示し
ている。
結果をみると（図1－1－1）、2017 年では、

「テレビ」は 98.3％、「ビデオ・DVD」は
82.5％、「パソコン」は 76.5％が所有していた。
ゲーム機についても聞いており、2017 年
では、「据え置き型のゲーム機」は 35.2％、「携
帯型ゲーム機」は 33.1％と、ともに約３分
の１の家庭で所有していた。
モバイルメディアは、2017 年では「タブ
レット端末」は 38.4％、「スマートフォン
（母親）」は 92.4％、「携帯電話（母親）」は
11.2％が所有していた。
経年でみると、前回調査（2013 年）から
所有率が増加したのが「スマートフォン」
（31.9 ポイント増加）と「タブレット端末」（9.1
ポイント増加）で、それ以外のメディアは所
有率が前回から減少した。とくに「携帯電話」
は前回から 32.1 ポイントの減少ともっとも
大きく減少しており、そのぶん「スマートフォ
ン」が増加したと考えられる。
家庭でのネットワーク環境はどうか（図
1－1－2）。2017 年では、約９割の家庭で
ネットワーク環境があり、複数回答で「有
線 LAN」は 14.4％、「無線 LAN」は 74.4％

だった。経年でみると、前回調査（2013 年）
よりも「有線LAN」の割合が減少し、「無線
LAN」の割合が増加した。この傾向は、無
線での使用が基本となるタブレット端末やス
マートフォンの所有率が増加していることと
関連していると考えられる。

●「スマートフォン」は、今回、すべて
の年齢において所有率が９割近くまた
はそれ以上と大きく増加

乳幼児のいる家庭にあるメディアを子ども
の年齢別にみると、図1－1－3のようになっ
た（2017 年のみ）。「テレビ」は、子どもが
いずれの年齢でも９割を超えており、多くの
家庭で所有していた。2013 年の前回調査で
は、「ビデオ・DVD」「パソコン」も全年齢
で９割を超えていたが（詳細値は本報告書で
は割愛）、今回の調査では７～８割にとどまっ
た。一方、前回の調査で５～６割だった「ス
マートフォン」は、今回、すべての年齢にお
いて所有率が９割近くまたはそれ以上と大き
く増加した。
子どもの年齢が大きくなるほどもっている
のが「ビデオ・DVD」「パソコン」「携帯電話」
であり、子どもの年齢が小さくなるほどもっ
ている傾向があるのが「スマートフォン」だっ
た。
「タブレット端末」「据え置き型のゲーム機」
「携帯型ゲーム機」は、子どもがいずれの年
齢でも大きな差はみられず、現段階では所有
していない家庭のほうが多数である。

家庭のメディア所有状況第１節
乳幼児のいる家庭のメディア所有状況は、2013年の前回調査と比較してタブ

レット端末所有率と母親のスマートフォン所有率が増加し、それぞれ38.4％と
92.4％だった。ビデオ・DVDやパソコン、ゲーム機、携帯電話の所有率は減少した。
タブレット端末やスマートフォンといったモバイルメディアの子ども専用機の
所有率はこの４年間で大きな変化はみられず、４歳以降で携帯型ゲーム機が増えた。
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注1）複数回答。
注2）「スマートフォン」「携帯電話」は母親が使用している割合の数値。
注3）（　　）内はサンプル数。
注4）網かけは、母親の年代による最高値と最低値に10ポイント以上差があるもの。

表1－1－1 家庭でのメディア所有率（母親の年齢別、2017年）
（%）

テレビ
ビデオ・DVD（ハードディスクレコーダ・ブルーレイを含む）
パソコン
タブレット端末
据え置き型のゲーム機
携帯型ゲーム機
スマートフォン
携帯電話

97.4
85.5
86.1
43.4
28.1
28.3
88.3
16.8

40歳以上
（495）

98.3
83.1
82.8
40.5
35.6
33.9
90.9
14.3

35-39歳
（936）

98.7
83.0
75.9
37.2
37.2
33.4
93.5
9.2

30-34歳
（1288）

98.1
78.4
61.8
34.2
36.1
34.8
95.6
6.6

29歳以下
（681）

注）2013年は無答不明を除く。

表1－1－2 子ども専用のメディア所有率（経年比較）

（%）

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯型ゲーム機

子ども用に購入
親のおさがり
その他
子ども専用はない
子ども用に購入
親のおさがり
その他
子ども専用はない
子ども用に購入
親のおさがり
その他
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0.0
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0.3
3.1
0.0
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8.0
3.8
0.2
88.0

2017

注1）〈　　〉は「子ども用に購入した」＋「親のおさがりを持っている」の合計値。
注2）（　　）内はサンプル数。

図1－1－4 子ども専用の携帯型ゲーム機所有率（子どもの年齢別、2017年）

（%）
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●母親の年齢が下がるほど、スマートフォ
ンを所有。年代別の所有率の差は縮小
傾向

乳幼児のいる家庭でのメディア所有率を
母親の年齢別にみたのが表1－1－1である
（2017年のみ）。母親の年齢があがるほどもっ
ているのが「ビデオ・DVD」「携帯電話」で
あり、母親の年齢が下がるほどもっているの
が「スマートフォン」「据え置き型のゲーム機」
だった。
表には示していないが、2013 年の前回調
査と比較すると、母親の年代による所有率の
差が全体的に縮小している。例えば、母親の
年代による最高値と最低値が 10 ポイント以
上差のあったものは、前回調査では「パソコ
ン」「スマートフォン」「据え置き型のゲーム
機」「携帯型ゲーム機」だったのが、今回調
査では「パソコン」と「携帯電話」のみとなっ
ている。

●子ども専用の携帯型ゲーム機の所有率
は、子どもが４歳で１割、５歳で２割、
６歳で４割弱

乳幼児のいる家庭に、子ども専用のモバイ
ルメディアはどのくらいあるだろうか。子ど
も専用のモバイルメディア所有率を経年比較
してみたのが表1－1－2である。2017 年の
数値をみると、「パソコン」「タブレット端末」

「スマートフォン」は、いずれの年齢でも「子
ども専用はない」が９割以上である。経年で
みると、2013 年の前回調査と比較して５ポ
イント以上の差があったものはなく、子ども
専用のモバイルメディア所有率には大きな変
化はみられなかった。
一方、「携帯型ゲーム機」は、「子ども用に
購入」と「親のおさがり」を合計すると、４
歳 9.7％、５歳 19.2％、６歳 37.4％と４歳以
降で子ども専用が増えている。そのうち、子
どもの年齢が低いほど「親のおさがりを持っ
ている」比率が高いが、「子ども用に購入した」
が子どもの年齢とともに増加している（図1
－1－4）。

●乳幼児のいる家庭では、新しいメディ
アが身近な存在に

「タブレット端末」や「スマートフォン」は、
複数の機能をいつでもどこでも双方向的に、
簡単な操作で楽しめるメディアである。今回
の調査から、家庭においてこの数年間で新し
いメディアが普及し、テレビを除く従来型の
メディアが減少する傾向がみられた。
また、子ども専用のモバイルメディア所有
率には大きな変化はみられず、携帯型ゲーム
機のみを所有している傾向がみられたが、今
後、「タブレット端末」や「スマートフォン」
をはじめとするメディア所有の低年齢化が進
むかどうかに注目する必要があるだろう。
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図1－2－1 テレビ番組（録画を除く、2017年）

（%）

注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）そのメディアが家庭にある人のみ。
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図1－2－2 テレビ番組（録画を含む、2013年）

（%）

注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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図1－2－3 ビデオ・DVD（経年比較）

（%）

注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。

（535）
０歳後半

100

80

60

40

20

0

ほとんど毎日 週に３～４日 週に1～2日 ごくたまに

（288）

11.9

（494）
1歳

12.4

（387）（396）
2歳
（397）（420）

3歳
（391）

28.4

（401）
4歳

11.2

24.7

（392）

35.3

（388）
5歳

9.6

24.1

（395）

39.9

10.4

（376）
6歳

29.1

（350）

3.4 1.10.9

1.0
2.4

3.4
5.7

10.1
7.3

2013 2017 2013 2017 2013 2017 2013 2017 2013 2017 2013 2017 2013 2017

0.2

1.6

2.0
1.8

2.0 20.7 17.9
2.8
5.3
6.0

3.8
4.0

4.8
31.0 22.8

4.9
6.6 6.1

2.3
6.1
2.03.6

2.3
7.1
7.4

3.8
3.8

8.3

4.0
2.5

7.0

1.5
3.1

5.3
5.1

9.3

●テレビ番組は１歳で83.0%、ビデオ・
DVD は２歳で 26.9% がほとんど毎
日みている

乳幼児は、メディアを１週間にどのくらい
の頻度でみたり使ったりしているのだろうか。
この点について、メディアを所有する家庭に
おいて子どもの年齢別に経年比較したのが、
図1－2－1～ 8である。なお、「テレビ番組」
のみ、録画を含むか否かで前回と調査項目が
異なるため、図を２つに分けて示している。
「テレビ番組（録画を除く、2017 年）」（図
1－2－1）は、「ほとんど毎日」が０歳で
67.9％と３分の２を超え、１歳以降は８割前
後だった。「録画を除く」としていることから、
放送時間に限らず録画した番組の視聴や、テ
レビに限らず、パソコンやモバイルメディア
を通したテレビ番組全体の視聴頻度は、これ
以上となっている可能性がある。テレビ番組
が乳幼児の生活に広く親しまれていることが
うかがえる。2013 年は録画を含んだテレビ
番組の視聴頻度をたずねており単純比較はで
きないが、参考までに図1－2－2に示す。
「ビデオ・DVD」（図1－2－3）は、前回
調査と比較して０歳を除き「ほとんど毎日」
から「ごくたまに」を合わせた頻度で視聴す
る比率が低下している。そのなかでもとく
に「ほとんど毎日」の比率が低下し、「ごく
たまに」の比率が増加した。例えば、前回調
査で「ほとんど毎日」から「ごくたまに」を
合わせた視聴頻度がもっとも高い４歳児では、
2013 年は 98.4％、2017 年は 93.5％で、4.9

ポイントの減少である。また、「ほとんど毎日」
の比率が 33.5％から 11.2％と 22.3 ポイント
低下した。
０歳のみ、前回よりも全体の視聴頻度が
28.7％から 42.0％に増加した。ただし、「ほ
とんど毎日」「週に３～４日」「週に１～２日」
の増加幅が 0.7 ～ 2.4 ポイントであるのに対
して、「ごくたまに」の増加幅が 9.2 ポイン
トと大きい点に留意したい。
「パソコン」は、０歳、１歳、４歳で接触
頻度が増加し、２歳、３歳、５歳、６歳で減
少した（図1－2－4）。ただし、いずれの年
齢においても「ほとんど毎日」の比率は増え
ており、パソコンに触れる乳幼児のなかでも
利用頻度は二極化しつつあるのかもしれない。

乳幼児が１週間にメディアに接する頻度は、2017年はテレビ番組は１歳
で83.0%、ビデオ・DVDは２歳で26.9%が「ほとんど毎日」接していた。
スマートフォン、タブレット端末は全年齢での接触頻度が増加し、ゲーム機は
４歳以上で接触頻度が2013年よりも減少した。

子どもの１週間のメディア活用状況第２節
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図1－2－5 タブレット端末（経年比較）

（%）

注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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図1－2－6 スマートフォン（経年比較）
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注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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図1－2－7 据え置き型ゲーム機（経年比較）
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注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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図1－2－8 携帯型ゲーム機（経年比較）
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注1）（　　）内はサンプル数。　　注2）2013年は無答不明を除く。　　注3）そのメディアが家庭にある人のみ。
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●スマートフォン・タブレット端末は全
年齢での接触頻度が増加。ゲーム機は
４歳以上で接触頻度が減少

新しいメディアやゲーム機についてはどう
だろうか。「タブレット端末」（図1－2－5）は、
すべての年齢で「ほとんど毎日」から「ごく
たまに」を合わせた比率が 2017 年で増加し、
２歳以降で７～８割だった。そのうち「ほと
んど毎日」がおおよそ２割以上を占める。タ
ブレット端末自体の家庭所有率は 38.4％と
全体の４割弱だが、その操作性や持ち運びの
しやすさから、所有していると乳幼児が触れ
る機会が増えやすい性質のメディアといえる
だろう。
「スマートフォン」（図1－2－6）もすべて
の年齢で「ほとんど毎日」から「ごくたまに」
を合わせた比率が 2017 年で増加した。０歳
は 13.9％→ 44.0％（30.1 ポイント増加）、１
歳 44.5％→ 64.6％（20.1 ポイント増加）、２
歳 65.1％→ 80.4％（15.3 ポイント増加）、３
歳 70.4％→ 77.9％（7.5 ポイント増加）、４
歳 68.1％→ 77.8％（9.7 ポイント増加）、５
歳 64.9％→ 73.2％（8.3 ポイント増加）、６歳
65.0％→ 76.0％（11.0 ポイント増加）と０歳
～２歳の伸び幅が大きい。また、前回調査で
は２歳以降で６割以上が触れていたが今回は
８割以上が触れていた。

「ほとんど毎日」をみると２歳がもっとも
多く、2017 年で 25.9％だった。背景として、
２歳では親子が一緒にいる時間が長く、母親
にとって身近な存在となったスマートフォン
に幼児が接する頻度も高くなったことがある
と思われる。
ゲーム機については、「据え置き型ゲーム
機」（図1－2－7）も「携帯型ゲーム機」（図
1－2－8）も、「ほとんど毎日」から「ごくた
まに」を合わせた頻度は０歳と１歳で 2013
年から増加しているが、４歳以降で減少した。
子どもの年齢があがるほど接触頻度が増加す
る傾向は前回調査と同様の傾向である。

●今後、「スマートフォン」がどのように
乳幼児の生活に浸透していくのか

今回の調査では、前回調査と比較して所有
率があがった「スマートフォン」と「タブレッ
ト端末」について乳幼児の接触頻度が増加し、
それ以外のメディアは減少していた。とくに
「スマートフォン」は０歳から２歳の増加幅
が大きく、次節で示す通り１日あたりの接触
時間も増加傾向にある。今後、「スマートフォ
ン」がどのように乳幼児の生活に浸透してい
くのか、質と量の両面からの慎重な考察が必
要だろう。
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図1－3－1 平日の活動時間（2017年）

注）「外で遊んだり、お散歩をしたりする」「おもちゃ（電子メディアを除く）で遊ぶ」「絵本や本、図鑑を読む」「お絵かきをする」は、園での活
　　動を含める。「テレビ番組（録画を除く）」「録画したテレビ番組」「ビデオ・DVD」「パソコン」「タブレット端末」「スマートフォン」「携
　　帯電話」「据え置き型ゲーム機」「携帯型ゲーム機」「音楽CD」は家庭での活動を聞いている。「まったく見ない」と回答した人を除く。

（%）

15分未満 15分くらい 30分くらい 1時間くらい 2時間くらい 3時間以上

9.1 4.2 35.9

2.9

2.9

2.5

3.5

2.0

3.2

3.8

3.6

17.0 23.1 10.8外で遊んだり、
お散歩をしたりする

おもちゃ（電子メディア
を除く）で遊ぶ

絵本や本、図鑑を読む

お絵かきをする

テレビ番組（録画を除く）

ビデオ・DVD

パソコン

タブレット端末

携帯電話

音楽CD

携帯型ゲーム機

据え置き型ゲーム機

29.911.1 29.4

30.414.5 23.3

24.3

20.3

15.1

23.0

21.9 9.025.9

12.3 4.910.8

17.1 6.417.6 5.4

11.9 4.510.1

10.4 5.8 5.0

22.5 17.8

19.8 6.523.1

16.0 14.6

36.123.8 16.8 7.8

18.027.4 30.6

25.6

0.8

41.1 15.8 0.4

5.5

33.4 6.9 2.8

録画したテレビ番組 10.3 5.2

61.8 7.1 2.9

45.2 8.3

67.5 7.8

スマートフォン 57.0 12.6 3.9

45.4 7.9 2.5

12.336.7 1.5

50.1 12.7 3.0

注）「0分」を0分、「15分未満」を7.5分、「15分くらい」を15分、「４時間以上」を240分として算出。平均時間を四捨五入した。

表1－3－1 平日の活動時間（子どもの年齢別、年齢区分別・就園状況別、2017年）

〈メディア以外の活動〉
（分）

注1）年齢のサンプル数が100人未満の場合は、分析から除外。
注2）携帯電話、据え置き型ゲーム機はすべての年齢で、携帯型ゲーム機は５歳以下で、サンプル数が100人未満のため、表から除外。
注3）「15分未満」を7.5分、「15分くらい」を15分、「9時間以上」を540分として算出。平均時間を四捨五入した。
注4）「まったく見ない」と回答した人を除く。

〈メディアを視聴（使用）した活動〉
（分）

外で遊んだり、お散歩をしたりする
おもちゃ（電子メディアを除く）で遊ぶ
絵本や本、図鑑を読む
お絵かきをする

44
111
14
1

0歳後半
59
118
33
13

1歳
76
126
33
20

2歳
75
120
33
26

3歳
90
97
32
32

4歳
92
91
32
34

5歳
95
83
34
36

6歳
71
125
30
17

未就園
64
111
44
28

保育園
95
89
31
33

幼稚園
88
94
40
39

保育園
1～3歳 4～6歳

テレビ番組（録画を除く）
録画したテレビ番組
ビデオ・DVD
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
音楽CD

100
51
42
－
－
45
44

0歳後半
119
68
36
－
－
31
35

1歳
113
74
47
21
39
31
32

2歳
107
83
57
30
44
33
37

3歳
101
62
39
36
44
28
25

4歳
103
65
41
27
44
25
22

5歳
102
61
38
24
40
29
29

6歳
125
80
50
25
42
32
36

未就園
70
60
42
26
30
31
26

保育園
106
65
40
29
43
27
26

幼稚園
81
54
36
29
36
28
21

保育園
1～3歳 4～6歳

●乳幼児は１日のなかでメディア以外の
活動とメディアを視聴する活動をどち
らも行っている

乳幼児期に、子どもたちは自分の身の回り
への興味や関心を広げながら活動する。毎日
を過ごすなかで、子どもたちが五感をバラン
スよく発達させていくことはとても重要とい
えよう。では、１日あたりにメディア以外の
活動とメディアを視聴（使用）した活動の時
間的なバランスはとれているだろうか。
図1－3－1は、乳幼児の平日の活動時間
を、メディア以外の活動４項目とメディア
を視聴（使用）した活動 10 項目でみたも
のである。メディアを視聴（使用）した活
動は、家庭にそのメディアがあり、子ども
が使用している場合に限定した。平日に１
時間以上行っている活動を多い順にみてみ
よう。「おもちゃ（電子メディアを除く）で
遊ぶ」83.6%、「テレビ番組（録画を除く）」
76.7%、「外で遊んだり、お散歩をしたりする」
69.8%、「録画したテレビ番組」60.7% の順と
なっており、メディア以外の活動とメディア
を視聴（使用）した活動のどちらも行ってい
ることがわかる。この傾向は 2013 年調査と
変わらなかった。
「テレビ番組（録画を除く）」の視聴時間は、
「30 分くらい」以下が 23.5%、「1時間くらい」
が 30.4%、「2時間くらい」が 23.3%、3 時間
以上が 23.0% と分布しており、家庭によっ
て差がある。「録画したテレビ番組」の視聴
時間も、「30 分くらい」以下が 39.3%、「１
時間くらい」が 36.1%、「2 時間くらい」以

上が 24.6% と分布しており、こちらも家庭
によって差がある。一方、「パソコン」「スマー
トフォン」「携帯電話」「音楽CD」は「15 分
未満」が５割以上だった。

●年齢があがると、外遊びやお絵かきは
増えておもちゃ遊びは減るが、メディ
アを視聴する時間はほぼ変わらない

それぞれの活動時間は、乳幼児の年齢によ
り異なるであろう。そこで、１日の活動の平
均時間を算出し、子どもの年齢別にみたのが、
表1－3－1である。
メディア以外の活動をみると、「外で遊ん
だり、お散歩をしたりする」と「お絵かきを
する」は年齢があがるに従って時間が増えて
いた。一方、「おもちゃで遊ぶ」は２歳をピー
クに減っていた。「絵本や本、図鑑を読む」
は変わらなかった。年齢区分別に就園状況で
みた場合、この４項目の１日の活動時間に大
きな差はみられなかった。
メディアを視聴（活用）した活動をみると、
全体的に年齢による差は小さい。「テレビ番
組（録画を除く）」は、０歳を除いて、年齢
があがるに従って視聴時間が減少傾向だった。
「録画したテレビ番組」と「ビデオ・DVD」
は３歳がピークだった。この３項目について、
年齢区分別に就園状況でみると差がみられた。
１～３歳では未就園児が保育園児より視聴
時間が長く、「テレビ番組（録画を除く）」は
未就園児が 125 分に対して保育園児は 70 分
だった。また、４～６歳では幼稚園児が保育
園児よりやや視聴時間が長い傾向だった。一

乳幼児は１日のなかでメディア以外の活動とメディアを視聴する活動をどち
らも行っている。メディア以外の活動は年齢による差がみられるが、メディア
を視聴（使用）する時間は、年齢による差がほぼみられない。

１日あたりの活動時間第３節
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図1－3－2 平日1日あたりの利用状況（テレビ番組、2017年）

（%）

注1）「子どもが文字や数に興味を示したとき、さらに学べるように環境を整えている」「子どもと知育玩具を使って何か学習
するような遊びをしている」の２項目について、「よくある」を３点、「ときどきある」を２点、「あまりない」を１点、
「ぜんぜんない」を０点として合計した。合計点数を２群に分けた。

注2）「まったく見ない」と回答した人を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

28.6

18.1

3.4

3.6

5.1 32.4 19.7

5.9

学
ぶ
環
境
の
整
え

高群（1700）

低群（1507）

15分未満 15分くらい 30分くらい 1時間くらい 2時間くらい 3時間以上

15.2 24.3

28.1 26.613.6 22.2

図1－3－3 平日1日あたりの利用状況（スマートフォン、2017年）

（%）

注1）「子どもとの遊び方がわからない」「おもちゃや絵本の選び方・与え方がわからない」「習い事や教材の選び方・与え方が
がわからない」の３項目について、「よくある」を３点、「ときどきある」を２点、「あまりない」を１点、「ぜんぜんな
い」を０点として合計した。合計点数を２群に分けた。

注2）「まったく見ない」と回答した人を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

3.3

52.8 11.2 4.9

60.1

12.9

12.5

遊
び
方
不
安

高群（991）

低群（1365）

15分未満 15分くらい 30分くらい 1時間くらい 2時間くらい 3時間以上

11.9 6.3

9.211.9 2.9

方、「パソコン」「タブレット端末」「スマー
トフォン」は、年齢による大きな差はみられ
なかった。また、年齢区分別に就園状況でみ
た場合も大きな差はみられなかった。
これらから、１日のなかで、メディア以外
の活動時間は年齢と関連するが、メディアの
視聴（使用）時間は就園状況と関連すると思
われる。

●保護者が子どもの学ぶ環境を整える頻
度が高い場合、テレビ番組の視聴時間
が短い

乳幼児が興味や関心を広げるとき、大人は
子どものことをよく考え、気づかいながら、
質のよい環境を提供する必要があるだろう。
では、保護者の子育て意識や行動は、子ども
のメディア視聴（使用）時間と関連するだろ
うか。
日頃のかかわりとして、「子どもが文字や
数に興味を示したとき、さらに学べるように
環境を整えている」「子どもと知育玩具を使っ
て何か学習するような遊びをしている」の２
項目について、「よくある」を３点、「ときど
きある」を２点、「あまりない」を１点、「ぜ
んぜんない」を０点として合計した。合計
点数が高かった群を「学ぶ環境の整え高群」、
低かった群を「学ぶ環境の整え低群」とした。
図1－3－2は、学ぶ環境の整え２群別に「テ
レビ番組」の視聴時間を比べたものである。
これをみると、学ぶ環境の整え高群は「１時
間くらい」以下が 56.1％、「３時間以上」が
19.7％であるのに対して、学ぶ環境の整え低
群は「１時間くらい」以下が 51.2％、「３時
間以上」が 26.6％だった。学ぶ環境の整え
低群は、子どもが文字や数に興味を示したと
きに文字やひらがなの書いてある積み木を用
意したり、数を数えられるようにおもちゃを
並べて工夫したりする代わりに、テレビ番組
を子どもが学べる機会ととらえ、利活用して
いる可能性が考えられる。

●保護者が子どもとの遊び方やおもちゃ
や絵本の与え方に戸惑うほど、子ども
のスマートフォンの使用時間が長い

子育て意識として、「子どもとの遊び方が
わからない」「おもちゃや絵本の選び方・与
え方がわからない」「習い事や教材の選び方・
与え方がわからない」の３項目について、「よ
くある」を３点、「ときどきある」を２点、「あ
まりない」を１点、「ぜんぜんない」を０点
として合計した。合計点数が高かった群を「遊
び方不安高群」、低かった群を「遊び方不安
低群」とした。図1－3－3は、遊び方不安
２群別に「スマートフォン」の視聴（活用）
時間を比べたものである。これをみると、遊
び方不安高群は「15 分未満」が 52.8％、「１
時間くらい」以上 22.4％であるのに対して、
遊び方不安低群は「15 分未満」が 60.1％、「１
時間くらい」以上 15.4％だった。遊び方不
安高群は、子どもとどう遊んだらいいだろう、
おもちゃや絵本、習い事などの活動に何を選
んだらいいだろう、どう与えたらいいだろう
と思うことがある傾向にあるが、子どもとス
マートフォンを使いながら、一緒に遊んだり
するなど親子のコミュニケーションをはかっ
ている可能性が考えられる。今後、保護者に
どのような不安があり、スマートフォンが親
子でどのように活用されているかについては、
より詳しく探る必要があるだろう。



−　　−31

第
１
章
　
乳
幼
児
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
実
態

−　　−30

図1－4－1 メディア視聴（活用）時間帯（2017年）
（%）
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図1－4－2 １～３歳　未就園児　メディア視聴（活用）時間帯（2017年）
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図1－4－3 １～３歳　保育園児　メディア視聴（活用）時間帯（2017年）
（%）
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●メディア視聴の山は「８時～８時半」と、
「16時半～18時」

乳幼児が１日にメディアを視聴（活用）す
る時間帯には、どのような特徴がみられる
だろうか。朝６時から夜 23 時までを 30 分
ごとに区切り、子どもが視聴（活用）して
いる時間帯すべてを選択してもらった。図1
－4－1は、平日に家庭や預け先などで「テ
レビ番組」「録画したテレビ番組・ビデオ・
DVD」「タブレット端末」「スマートフォン」
を視聴（活用）した時間帯、これらを足し合
わせた合計視聴を表したものである。
合計視聴をみると、朝と夕方～夜の２つの
山がみられた。朝のピークは「８時～８時半」
の 49.0% で、「テレビ番組」の視聴のピーク
と重なっていた。その後、９時半から 12 時
までと 13 時から 16 時までの長い時間帯で、
「録画したテレビ番組・ビデオ・DVD」を視
聴する比率がもっとも高かった。一方、夕方
～夜は、合計視聴のピークが「16 時半～ 18
時」と朝に比べて長く、19 時半を境に下降
した。合計視聴と「テレビ番組」の視聴の差
をみると、乳幼児がテレビ番組に加え、「録
画したテレビ番組・ビデオ・DVD」「タブレッ
ト端末」「スマートフォン」と様々なメディ
アを視聴（活用）していた。

●低年齢（１～３歳）の場合、就園状況で
視聴（活用）するメディアが異なる

図1－4－2、3は、低年齢（１～３歳）の
未就園児と保育園児の視聴（活用）時間帯を
グラフ化したものである。

未就園児の場合、合計視聴は、平均朝食時
間の 8時 04 分を含む「８時～８時半」に朝
のピークを迎える。同時に、「テレビ番組」
の視聴は「８時～８時半」が 53.9％と他の
グループに比べてやや時間帯が遅くピークを
迎え、視聴の山が他と比べて高い。「９時～
9 時半」になると、「録画したテレビ番組・
ビデオ・DVD」の比率が高まり、「10 時～
10 時半」に 17.4％と１日でもっとも高い比
率だった。未就園児は、乳幼児向け番組の放
映が終わった後、引き続き、録画したテレビ
番組やビデオ・DVDをみていると思われる。
夕方になると、合計視聴は「16 時～ 16 時
半」に 63.9％に跳ねあがり、「16 時半～ 17
時」に１日のピークの 74.8％となる。「テレ
ビ番組」の視聴は、他グループより早く 16
時から始まり、ピークは「16 時半～ 17 時」
だった（58.1％）。この時間帯には乳幼児向
けテレビ番組が始まるため、6割近くの未就
園児が放映時間に合わせてみていると思われ
る。17 時以降はどのメディア視聴も比率が
低くなり、平均夕食時間の 18 時 23 分を経て、
平均就寝時間の 21 時 07 分を含む「21 時～
21 時半」には合計視聴が 9.2％となった。
保育園児の場合、合計視聴は平均朝食時間
の 7時 14 分を含む「７時～７時半」に朝の
ピークを迎える。「テレビ番組」の視聴は「７
時半～８時」に 30.1％となりピークを迎え
るが、視聴の山が未就園児に比べて低い。保
育園児は朝食を取ったり登園支度をしたりし
ながら、テレビ番組や録画したテレビ番組、
ビデオ・DVDを視聴していると考えられる。
その後、保育園児の多くが登園している９時
から 16 時までの合計視聴は５％を切ってい

乳幼児の１日の視聴（活用）時間帯は朝と夕方～夜に集中している。就園状
況で視聴（活用）する時間帯が異なる。

平日に使う時間帯第４節
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図1－4－4 ４～６歳　幼稚園児　メディア視聴（活用）時間帯（2017年）
（%）
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図1－4－5 ４～６歳　保育園児　メディア視聴（活用）時間帯（2017年）
（%）
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図１－４－１～５
注1）複数回答。
注2）
・起床時間は、「５時半以前」は 5.5 時、「６時頃」は６時、「９時以降」は９時として、平均時間を算出した。
・就寝時間は、「19時以前」は 19時、「19時半頃」は 19.5 時、「23時半以降」は 23.5 時として、平均時間を算出した。
・朝食時間は、「６時以前」は６時、「６時半頃」は 6.5 時、「10時以降」は 10時として、平均時間を算出した。「食べない」は除外した。
・夕食時間は、「17時半以前」は17.5時、「18時頃」は18時、「21時以降」は21時として、平均時間を算出した。「食べない」は除外した。

幼稚園児は、降園後から保護者が夕食の支度
をしている時間帯にテレビ番組や録画したテ
レビ番組やビデオ・DVDの視聴をしている
と思われる。18時を過ぎると合計視聴は徐々
に下降し、平均夕食時間の 18 時 19 分を経て、
19 時半を境に急下降した。19 時台になると
テレビ番組は小学生を含めた家族向けの番組
が放映されるため、食後にみて楽しんでいる
可能性が考えられる。平均就寝時間の 20 時
46 分を過ぎた「21 時から 21 時半」には合
計視聴が 7.2％となった。
保育園児の場合、合計視聴は平均朝食時
間の 7 時 16 分を含む「７時～７時半」に
42.4％となり、朝のピークを迎える。同時に
「テレビ番組」の視聴も「７時～７時半」に
34.0％とピークを迎えるが、視聴の山は幼稚
園児に比べてやや低い。その後、登園してい
る９時から 16 時まで合計視聴は５％を切っ
ている。低年齢の保育園児と同様に 16 時を
過ぎると合計視聴は少しずつ高くなり、平均
夕食時間の 18 時 47 分を過ぎて、「19 時半～
20 時」に１日のピークの 85.2％となる。幼
稚園児の合計視聴が夕食前の「17 時～ 17 時
半」にピークを迎える一方、保育園児は夕食
後の「19 時半～ 20 時」がピークだった。「テ
レビ番組」「録画したテレビ番組・ビデオ・
DVD」の視聴はともに 17 時頃から始まり、
「テレビ番組」は「18 時半～ 20 時」に４割
を超える。同時間帯は、「録画したテレビ番
組・ビデオ・DVD」の視聴も２割を超え、「19
時半～ 20 時」にピークとなる（26.6％）。「ス
マートフォン」の視聴（活用）も「20 時～
20 時半」に 12.5％となっており、保育園児
が夕食後に視聴（活用）している様子がうか
がえる。その後はどのメディア視聴も比率が
急下降し、平均就寝時間の 21 時 28 分を過
ぎた「21 時半～ 22 時」には合計視聴が 9.0％
となった。

る。16 時を過ぎると合計視聴は少しずつ高
くなり、平均夕食時間の 18 時 38 分を過ぎて、
「19 時～ 19 時半」に１日のピークの 75.9％
となる。「テレビ番組」と「録画したテレビ
番組・ビデオ・DVD」の視聴はともに 16 時
過ぎから始まり、ピークは「19 時～ 19 時半」
だった。この時、「テレビ番組」は 34.4％、
「録画したテレビ番組・ビデオ・DVD」は
27.2％、また「スマートフォン」も１割を超
えており、保育園児が様々にメディアを視聴
（活用）している様子がうかがえる。その後
はどのメディア視聴（活用）も比率が低くな
り、平均就寝時間の 21 時 15 分を含む「21
時から 21 時半」には合計視聴が 8.0％となっ
た。

●高年齢（４～６歳）の場合、視聴（活用）
のピークが幼稚園児は「17時～17時
半」、保育園児は「19時半～20時」。

図1－4－4、5は、高年齢（４～６歳）の
幼稚園児と保育園児の視聴（活用）時間帯で
ある。
幼稚園児の場合、合計視聴は、平均朝食
時間の７時 27 分をわずかに過ぎた「７時半
～８時」に朝のピークを迎える。「テレビ番
組」の視聴も「７時半～８時」に 40.6％と
ピークになる。幼稚園児は朝食を取り、登園
支度をしながら、テレビ番組や録画したテレ
ビ番組、ビデオ・DVDを視聴していると考
えられる。その後、幼稚園児の多くが登園
している９時半から 14 時までの合計視聴は
５％を切っている。幼稚園児が降園する 14
時過ぎから、「録画したテレビ番組・ビデオ・
DVD」の視聴が始まり、「16 時～ 16 時半」
に 23.4％ともっとも高くなった。16 時過ぎ
から乳幼児向け番組の放映が始まると徐々に
テレビ番組の視聴にスイッチし、「17 時半～
18 時」に 47.9% に達した。合計視聴は、こ
れら「テレビ番組」と「録画したテレビ番組・
ビデオ・DVD」の視聴が重なる「17 時～ 17
時半」に１日のピークの 79.3％となっている。
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注1）複数回答。
注2）網かけは、2013年と2017年との差が５ポイント以上あるもの。
注3）「子どもが約束を守ったとき（ごほうびとして）」は、2017年の新設項目。
注4）2013年は無答不明を除く。
注5）そのメディアが家庭にある人のみ。

表1－5－1 メディアを使う場面（経年比較）

（%）

親が家事などで手を
はなせないとき

家で食事をしている間

布団やベッドに入って
から寝るまでの間

自動車、電車などで
移動しているとき

外出先での待ち時間

子どもがさわぐとき

子どもが使いたがるとき

子どもが約束を守った
とき（ごほうびとして）

テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機
テレビ番組（録画を含む)
ビデオ・ＤＶＤ
パソコン
タブレット端末
スマートフォン
据え置き型ゲーム機
携帯型ゲーム機

72.2
46.1
3.9
16.8
7.7
5.0
9.2
32.5
8.1
0.3
1.4
0.7
0.1
0.4
3.7
2.1
0.2
3.8
5.0
0.1
1.0
7.3
17.3
0.0
10.9
21.2
0.3
6.0
1.0
1.8
0.1
13.4
30.5
0.3
8.4
26.9
21.8
2.2
15.1
17.0
1.6
3.3
32.3
30.8
10.0
28.5
28.3
10.4
15.7

2013

64.0
35.8
3.7
23.9
15.2
3.3
7.8
30.9
6.6
0.7
3.6
2.3
0.2
0.4
5.1
1.9
0.7
7.5
8.2
0.3
1.4
5.5
13.5
0.5
10.0
21.6
0.1
4.0
0.9
1.1
0.5
10.1
33.7
0.4
5.2
27.5
17.5
2.0
16.7
23.5
2.0
5.2
26.1
19.6
4.6
28.3
29.7
5.0
10.9
12.8
10.4
2.4
13.8
12.4
3.7
7.3

2017

－
－
－
－
－
－
－

●親が家事で手をはなせないときに使わ
せる主なメディアはテレビ・ビデオ。
外出先での待ち時間にスマートフォン
を使っている割合は２～３割

乳幼児は生活のどのような場面で、メディ
アをみたり使ったりしているのだろうか。メ
ディアを所有する家庭において、経年での変
化を示したのが表1－5－1である。
まず、自宅内での活用を想定した場面につ
いてみてみよう。「親が家事などで手をはな
せないとき」について、「テレビ番組（録画
を含む）」が、2013 年の 72.2％から 2017 年
は 64.0％に減少しているものの、すべての
場面において活用されている割合がもっとも
高い。「ビデオ・DVD」も 2013 年の 46.1％
から 35.8％に減少しているが、すべての場
面において上述の「テレビ番組（録画を含む）」
に次いで高い。
次に「家で食事をしている間」をみると、

「テレビ番組（録画を含む）」が 2013 年の
32.5％から 2017 年は 30.9％に減少している
が、食事中に接するメディアとしてはもっと
も割合が高い傾向は変わっていない。
自宅内での活用を想定した場面として「布
団やベッドに入ってから寝るまでの間」につ
いてもたずねている。2017 年にもっとも高
い比率で使われていたのが「スマートフォン」
で 8.2％、次いで「タブレット端末」で 7.5％
だった。いずれも 2013 年と比較すると増加
しており、「親が家事などで手をはなせない
とき」の比率より少なく、「家で食事をして

いる間」の比率より多い状態だった。
移動中や外出先ではどうか。「自動車、電
車などで移動しているとき」については、
「スマートフォン」が 2013 年の 21.2％か
ら 2017 年は 21.6％に、「ビデオ・DVD」が
17.3％から 13.5％に、「タブレット端末」が
10.9％から 10.0％となっている。
「外出先での待ち時間」については、「スマー
トフォン」が 2013 年の 30.5％から 2017 年
は 33.7％に、「タブレット端末」が 2013 年
の 13.4％から 10.1％となっている。いずれ
の場面でも、モバイルメディアの活用比率が
他メディアよりも高い傾向がみられる。経年
変化については大きな変化がみられないが、
これはメディア所有者における利用比率の値
であり、利用者の絶対数でみた場合は、全体
の所有率が増加した「スマートフォン」や「タ
ブレット端末」の利用が増加していると推測
される。
自宅内外に限定されない場面をみると、「子
どもがさわぐとき」「子どもが使いたがると
き」については「テレビ番組（録画を含む）」
と「スマートフォン」が選択される比率が高
い傾向は 2013 年と変わらない。ただし、「ス
マートフォン」の比率が「テレビ番組（録画
を含む）」と同等かそれ以上となっている点
が注目される。
さらに、今回調査で新たに追加した項目「子
どもが約束を守ったとき（ごほうびとして）」
も合わせてみると、子どもがみたい、使い
たいと思うメディアは、テレビ番組と並んで
スマートフォンやタブレット端末の存在が大

メディアを活用する場面第５節
乳幼児の生活でメディアを活用する場面について、家の中で、親が家事で手を

はなせないときや食事中は「テレビ番組」を、外出先では「スマートフォン」を
みせていた。全体的に「スマートフォン」を使わせる場面が増加傾向にある。タ
ブレット端末やスマートフォンなどで写真や動画をみせる割合は全年齢で高く、
年齢があがるほど子どもの主体的な操作が増加していた。
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図1－5－1 携帯電話・スマートフォン、タブレット端末、パソコンで子どもにさせること（2017年）

注）その機器は「家にない」「使わない」場合も回答。

（%）
よくある ときどきある あまりない まったくない

28.8 55.6

3.5

5.8 9.8

25.4 50.8 7.9 15.9

19.4 32.9 14.8 32.9

12.9 36.4 15.6 35.1

7.7 28.4 19.4 44.6

7.5 34.1 13.7 44.7

10.4 34.6 17.2 37.8

5.7 16.9 13.7 63.7

11.4 18.6 66.5

写真を見せる

あなたやお子さまが
撮った動画を見せる

YouTube などで検索や
ダウンロードした動画を見せる

写真を撮らせる

音や音楽を聞かせる

電話をさせる

ゲームをさせる

お子さまに動画を撮らせる

一緒に踊る

注1）その機器は「家にない」「使わない」場合も回答。
注2）「よくある」＋「ときどきある」の合計値。
注3）（　　）内はサンプル数。

図1－5－2 携帯電話・スマートフォン、タブレット端末、パソコンで子どもにさせること（子どもの年齢別、2017年）
（%）

（%）

写真を見せる
あなたやお子さまが撮った
動画を見せる
YouTubeなどで検索や
ダウンロードした動画を見せる
写真を撮らせる

音や音楽を聞かせる

一緒に踊る

電話をさせる

ゲームをさせる

お子さまに動画を撮らせる

54.9
51.5
34.5
9.8
53.3
23.5
10.3
3.6
3.4

０歳後半
（388）

78.5
68.3
41.7
25.4
48.8
39.6
22.6
6.5
5.5

１歳
（515）

89.5
81.5
55.9
49.9
40.6
42.5
42.5
11.6
10.5

２歳
（515）

90.5
83.5
56.7
62.3
43.9
41.2
55.9
23.5
18.8

３歳
（515）

92.8
84.1
60.6
62.7
42.3
40.2
54.0
31.9
20.8

４歳
（515）

90.5
81.4
59.8
63.3
45.6
33.9
51.3
38.2
20.6

５歳
（515）

87.6
77.6
52.9
64.3
41.8
27.0
47.6
41.2
23.1

６歳
（437）

100

80

60

40

20

0

注）（　　）内はサンプル数。

表1－5－2 FacetimeやSkype、LINE、ビデオコールなどの、子どものビデオ通話対象
（全体・母親の年齢別、2017年）

（%）

祖父母
親戚やいとこ
園の友達
単身赴任あるいは出張中の親
その他
オンライン英会話などの学習相手
使っていない

19.6
6.7
4.0
3.0
0.6
0.2
73.9

40歳以上
（495）

28.7
10.9
4.2
3.6
1.1
0.4
66.1

35～39歳
（936）

30.0
8.3
3.0
2.7
1.2
0.3
64.4

30～34歳
（288）

33.9
11.0
2.8
3.4
1.3
0.7
60.6

29歳以下
（681）

28.9
9.3
3.4
3.1
1.1
0.4
65.5

全体
（3400）

きくなっていることもわかる。スマートフォ
ンやタブレット端末は親の身の回りにある場
合が多いことや、タッチパネル方式で幼児に
とっても操作しやすいことなどから、やはり
親のそばにいることの多い乳幼児にとってま
すます身近な存在となっている様子がうかが
える。

●写真や動画をみせる割合は全年齢で高
く、年齢があがるほど子どもの主体的
な操作が増加

次に、インターネットへの接続などを通し
て様々なコンテンツが利用可能なメディアに
ついて、母親はどのようなことをさせてい
るかをみてみよう。図1－5－1は、携帯電
話・スマートフォン、タブレット端末、パ
ソコンで母親が子どもにさせることをたずね
た結果である。なお、質問はこれらの機器が
「家にない」「使わない」場合も含めた複数
回答形式で行っている。多い順に「写真を見
せる」（「よくある」「ときどきある」の合計
で 84.4％）、「あなたやお子さまが撮った動
画を見せる」（同 76.2％）、「YouTube などで
検索やダウンロードした動画を見せる」（同
52.3％）である。
年齢別にみると（図1－5－2）、子どもの

年齢があがるにつれて増加するのは「写真を
撮らせる」（１歳 25.4％、６歳 64.3％）、「ゲー
ムをさせる」（１歳 6.5％、６歳 41.2％）な
どであり、年齢があがるにつれて子ども自身
が主体的に端末を操作する比率が増加してい
る。とくに増加率が大きいのは３歳までの間
である。第８節の「メディアを使い始めた時
期」に後述しているが、スマートフォンとタ
ブレット端末に代表される新しいメディアは
前回調査時よりも使用開始年齢が早期化して
おり、使用開始時期と操作主体が変化する時
期が重なっている。

●ビデオ通話は約３割強が使用。主な相
手は家族や親族

「平成 28 年通信利用動向調査の結果」（総
務省、2017 年６月発表）によると、イン
ターネットを利用している個人の割合は年々
増加し、2016 年には 83.5％にのぼる。ソー
シャルネットワーキングサービスの利用者も
増加傾向にある（2014 年 47.4％→ 2016 年
51.0％）。表1－5－2は、こうしたサービス
の一部であるビデオ通話機能について、子ど
もの通話対象を母親の年齢別にみた結果を示
している。全体でみると「使っていない」が
約３分の２を占める。母親の年齢が高いほ
ど「使っていない」比率が高く、29 歳以下
と 40 歳以上とでは 13.3 ポイントの開きがあ
る。子どもが使用している場合の相手は、「祖
父母」や「親戚やいとこ」など、家族・親族
が中心となっている。
今後は、こうした新たな機能・サービスが
乳幼児の生活スタイルやコミュニケーション
のあり方にどのように、どの程度影響してく
るのかを慎重にみていく必要がありそうだ。
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動画アプリ・ソフト

（%）

20132013

20132017

11.339.9

13.4

11.5

8.3

10.2

35.8

27.1

24.2 18.2

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

絵本アプリ・ソフト

（%）

20132013

20132017

2.3

0.91.3

0.9

85.9

93.0

10.6 0.3

0.93.8

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

写真アプリ・ソフト

20132013

20132017

（%）

72.3

67.1

22.0

24.4

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

3.6

1.74.6

2.5

0.4

1.3

数アプリ・ソフト

20132013

20132017

（%）

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

2.4

0.91.3

0.8

88.3

93.5

8.1 0.2

0.83.4

かなアプリ・ソフト

20132013

20132017

（%）

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

3.3

1.31.6

1.2

84.4

92.1

10.9 0.2

0.94.1

英語アプリ・ソフト

20132013

20132017

（%）

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

3.2

2.91.3

0.9

83.4

92.9

9.5 1.0

1.03.8

お絵かきアプリ・ソフト

20132013

20132017

（%）

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

5.6

2.81.6

0.9

71.9 19.2

90.0

0.6

0.86.6

音楽アプリ・ソフト

（%）

20132013

20132017

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

3.2

1.71.1

1.0

82.1

93.5

11.9 1.2

1.03.4

ゲームアプリ・ソフト

（%）

20132013

20132017

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

7.6

7.94.1

3.4

62.8

79.2

17.1 4.7

2.910.4

しつけ用のアプリ・ソフト

20132017

（%）

0分 15分未満 15分くらい
30分くらい １時間以上

1.1
94.1 0.83.5

0.7

●家庭で平日１日あたりの使用時間が長い
アプリ・ソフトは「動画」「写真」「ゲーム」

乳幼児は、どのようなアプリ・ソフトを家
庭でみたり使ったりしているのか。アプリ・
ソフト 10 種類について、それぞれ平日 1日
あたりの使用時間を 2013 年と 2017 年でみ
たものが図1－6－1である。2017 年の使用
時間の長い順にみると、もっとも長いのは「動
画」で、次いで「写真」、「ゲーム」だった。「動画」
にはどのような特徴があるのだろうか。１日
あたりの視聴時間をみると、「0 分」35.8％、
「15 分未満」24.2％、「15 分くらい」8.3％、「30
分くらい」13.4％、「１時間以上」18.2％で
ある。「0分」がもっとも多いが、「15 分未満」
の使用も次いで多く、４人に１人の割合を占
める。動画サイトは、乳幼児の親子にとって、
みたい、使いたいときに手軽に楽しめるもの
として活用されているのだろう。「動画」「写
真」「ゲーム」以外のアプリ・ソフトは 2017
年で「０分」が９割以上で、ほとんど使われ
ていない。2013 年との比較では、「動画」「写
真」以外で「０分」の割合が若干増えている
ことから、保護者の選択基準がより高くなっ
ていることが背景にあるかもしれない。

●「動画」は３、４歳で、「ゲーム」は年
齢があがるにつれて長くなる

平日の使用時間の長い「動画」「写真」「ゲー
ム」に関して、子どもの年齢別に平日 1 日
あたりの使用時間をみたものが、表1－6－1
である。各年齢で 10％以上の項目に網かけ
をしている。
「動画」「写真」は、１日「15 分未満」の
視聴が、０歳から６歳までのすべての年齢で
２割近く～３割に達しており、幅広い年齢で
使用されている様子がみられる。「動画」では、
「15 分未満」「15 分～ 30 分くらい」で、多
くの年齢が 20％以上となっている。１時間
以上では、３、４歳で約２割を占める。「ゲー
ム」では、４、５、６歳で「15 分未満」が
10％以上を占めており、年齢があがるにつ
れて使用時間が長くなる傾向がみられた。図
には示していないが、他のアプリ・ソフトで
は、「お絵かき（塗り絵含む）」の５歳「15
分未満」10.7％以外は、いずれも 10％以上
の項目はみられなかった。

アプリ・ソフトの使用時間、内容、選択基準第６節
乳幼児が、家庭で平日に使うアプリ・ソフトは、2017年の使用時間の長い

順に「動画」「写真」「ゲーム」である。「動画」は３、４歳で、「ゲーム」は年齢
があがるにつれて使用時間が長くなる。アプリ・ソフトの選択基準は、2013
年と同様、「子ども自身が気に入っている」「子どもの年齢に内容が合う」「子ど
もにさせたい目的と合う」の割合が高い。「制作者が信頼できる」「子ども向けに
使い方のアドバイスがある」「親向けに制作意図の説明がある」などは、４年前
よりも割合があがっており、一部の保護者は様々な基準を用いてアプリ・ソフト
を選択しているようである。

図1－6－1 家庭におけるアプリ・ソフトの平日1日あたりの使用時間（経年比較）

注1）2013 年は、アプリ・ソフトの選択基準についてのすべての項目で「お子さまは使っていない」と回答した人、無答不明を除く。
注2）2017 年は、パソコン・タブレット端末・スマートフォン・携帯電話で、「まったく見ない（使わない）」と回答した人を除く。
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注1）パソコン・タブレット端末・スマートフォン・携帯電話で、「まったく見ない（使わない）」と回答した人を除く。
注2）網かけは、10％以上のもの。

表1－6－1 家庭におけるアプリ・ソフトの平日1日あたりの使用時間（子どもの年齢別、2017年）
（%）

動画アプリ・
ソフト

写真アプリ・
ソフト

ゲームアプリ・
ソフト

0分
15分未満
15分～30分くらい
1時間以上
0分
15分未満
15分～30分くらい
1時間以上
0分
15分未満
15分～30分くらい
1時間以上

38.1
29.3
21.0
11.8
69.1
21.5
6.1
3.5
90.1
5.0
3.3
1.8

0歳後半
45.9
23.1
18.9
12.2
62.0
27.9
9.0
1.1
91.8
3.9
3.1
1.2

1歳
33.8
26.6
19.8
19.8
58.7
29.4
9.8
2.1
88.1
7.5
3.5
0.9

2歳
32.9
23.2
21.9
22.0
62.4
26.9
9.3
1.4
83.5
9.0
3.9
3.4

3歳
29.7
26.3
23.1
20.9
66.4
25.8
6.9
0.9
75.8
13.1
8.5
2.5

4歳
36.1
22.1
23.1
18.8
76.0
19.0
4.0
0.9
67.2
15.4
13.5
3.7

5歳
37.6
21.4
24.1
16.8
77.2
18.4
3.6
0.8
63.5
15.7
14.0
6.9

6歳

図1－6－2 アプリ・ソフトの選択基準（経年比較）
2013年 2017年

（%）

注1）「あてはまる」＋「ややあてはまる」の合計値。
注2）2013年は「お子さまは使っていない」、無答不明を除く。
注3）2017年のパソコン・タブレット端末・スマートフォン・携帯電話で「まったく見ない（使わない）」と回答した人を除く。

子ども自身が
気に入っている

92.3
91.8

90.2
86.6

66.6
63.8

45.6
45.6

23.7
31.8

25.0
31.4

23.1
28.5

9.7
16.3

子どもにさせたい
目的と合う

子どもの年齢に
内容が合う

インターネット上での
評判がよい

子ども向けに使い方の
アドバイスがある

制作者が信頼できる

新しい技術に触れられる

監修の先生がいる

10.6
20.5

使用時間のアラーム
機能がある

21.4
28.0

親向けに制作意図の
説明がある

注1）「あてはまる」＋「ややあてはまる」の合計値。
注2）パソコン・タブレット端末・スマートフォン・携帯電話で、「まったく見ない（使わない）」と回答した人を除く。

表1－6－2 アプリ・ソフト選択基準（子どもの年齢別、2017年）
（%）

子どもの年齢に内容が合う
使用時間のアラーム機能がある
子ども自身が気に入っている
子どもにさせたい目的と合う
監修の先生がいる
制作者が信頼できる
子ども向けに使い方のアドバイスがある
親向けに制作意図の説明がある
新しい技術に触れられる
インターネット上での評判がよい

84.0
24.9
82.9
63.0
19.3
34.3
36.5
38.1
28.2
56.4

0歳後半
89.0
16.9
87.3
62.8
16.1
31.8
33.0
30.7
24.5
49.3

1歳
89.0
18.2
93.2
64.3
14.9
27.3
30.8
26.3
25.6
42.4

2歳
85.8
19.5
91.6
62.6
14.2
29.9
26.7
24.1
27.8
43.4

3歳
85.3
21.4
93.3
65.7
19.8
31.8
33.4
30.2
32.3
49.1

4歳
84.1
20.7
94.1
64.1
14.3
31.6
30.4
24.0
28.3
40.9

5歳
88.2
24.7
94.5
63.5
17.3
35.7
35.2
29.1
32.4
44.2

6歳

●アプリ・ソフトの選択基準は「子ども
自身が気に入っている」「子どもの年齢
に内容が合う」「子どもにさせたい目的
と合う」

保護者は、子どもがよくみたり使ったりす
るアプリ・ソフトを選ぶとき、どのようなこ
とを基準に選んでいるだろうか。結果（図1
－6－2）をみると、2017 年で「あてはまる」
と「ややあてはまる」を合わせて多い順に、「子
ども自身が気に入っている」91.8％、「子ど
もの年齢に内容が合う」86.6％、「子どもに
させたい目的と合う」63.8％だった。この３
項目以外の比率は５割以下である。「インター
ネット上での評判がよい」45.6％、「子ども
向けに使い方のアドバイスがある」31.8％、
「制作者が信頼できる」31.4％、「新しい技術
に触れられる」28.5％、「親向けに制作意図
の説明がある」28.0％、「使用時間のアラー
ム機能がある」20.5％、「監修の先生がいる」
16.3％であった。保護者が子どもにアプリ・
ソフトをみたり使わせたりするとき、子ども
自身が気に入るか、子どもの年齢に内容が
合っているかなど、まず子どもの様子をみ
て選び、さらに子どもにさせたい内容かを
チェックしていると思われる。
2013 年と比較すると、上位３項目はほと
んど変化がみられない。その一方で 2013 年
よりも 2017 年の割合が増加しているのは、
「使用時間のアラーム機能がある」（9.9 ポイ
ント増加）、「子ども向けに使い方のアドバイ
スがある」（8.1 ポイント増加）、「親向けに
制作意図の説明がある」（6.6 ポイント増加）、

「監修の先生がいる」（6.6 ポイント増加）、「制
作者が信頼できる」（6.4 ポイント増加）、「新
しい技術に触れられる」（5.4 ポイント増加）
であった。制作者や子ども向け・親向けの説
明などについての関心が増えているのは、子
どもを対象にした様々なアプリ・ソフトがあ
るなかで、子どもに安全で、質のよいものを
与えたいという保護者の意識が徐々に高まっ
ているからではないだろうか。

●子どもがどの年齢でも「子どもの年齢
に内容が合う」「子ども自身が気に入っ
ている」が８～９割と高い

アプリ・ソフトの選択基準であてはまると
回答した比率を子どもの年齢別にみたもの
が表1－6－2である。「子どもの年齢に内容
が合う」「子ども自身が気に入っている」は、
子どもがいずれの年齢でも８～９割と高い比
率だった。「子どもにさせたい目的と合う」は、
いずれの年齢でも６割を占めていた。「使用
時間のアラーム機能がある」は、０歳がもっ
とも高く 24.9％、１歳で 16.9％となり、以
後徐々に増加する。０歳が高く、１、２歳で
一旦下がる項目は、「監修の先生がいる」「子
ども向けに使い方のアドバイスがある」「親
向けに制作意図の説明がある」「新しい技術
に触れられる」「インターネット上での評判
がよい」と多い。子どもが０歳の時期は、保
護者も様々な情報を集めながら、子どもの視
聴するアプリ・ソフトを選択している様子が
うかがえる。
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図1－6－3 視聴しているアプリ・ソフトのコンテンツ（全体・性別、2017年）

（%）

44.5

31.1

24.0

14.9

3.9

0.5

6.5

32.5

アニメ映像・番組

童謡・アニメソングなどの歌や踊りの映像・番組

子ども向けの総合教育映像・番組

電車や動物などの映像・番組

親が見たいと思う映像・番組

小学校受験に向けた映像・番組

その他

視聴しない

44.0

28.1

22.4

22.8

3.4

0.5

7.6

31.9

＜

＞

45.0

34.3

25.9

6.3

4.4

0.5

5.2

33.1

男子
（1776）

女子
（1624）

注1）複数回答。
注2）（　　）内はサンプル数。
注3）＜、＞は、５ポイント以上差のあるもの。

図1－6－4 視聴しているアプリ・ソフトのコンテンツ（子どもの年齢別、2017年）
（%）

注）複数回答。

アニメ映像・番組
童謡・アニメソングなどの歌や踊りの映像・番組
子ども向けの総合教育映像・番組
電車や動物などの映像・番組
親が見たいと思う映像・番組
小学校受験に向けた映像・番組
その他
視聴しない

０歳後半 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳

60

40

20

0

23.2％

42.1％

51.0％

44.5％

55.0％
52.4％

29.7％

33.4％

23.9％ 25.8％ 28.1％

13.3％
10.5％

25.4％

●動画アプリ・ソフトのうち、「アニメ映
像・番組」は、性別や年齢の違いを問
わずみられている

図1－6－3は、乳幼児が視聴している動
画アプリ・ソフトのコンテンツについて、複
数回答で聞いたものである。よく視聴してい
るコンテンツ６項目を多い順にみてみよう。
「アニメ映像・番組」44.5％、「童謡・アニメ
ソングなどの歌や踊りの映像・番組」31.1％、
「子ども向けの総合教育映像・番組」24.0％、
「電車や動物などの映像・番組」14.9％、「親
が見たいと思う映像・番組」3.9％、「小学校
受験に向けた映像・番組」0.5％であった。「視
聴しない」は 32.5％である。「アニメ映像・
番組」や「童謡・アニメソングなどの歌や踊
りの映像・番組」の視聴割合が高い。「子ど
も向けの総合教育映像・番組」は、４人に 1
人が視聴している。逆に割合が低かったのは、
「親が見たいと思う映像・番組」や「小学校
受験に向けた映像・番組」などで、割合は一
桁であった。
性別にみると、男女ともに視聴しているの
は、「アニメ映像・番組」（男子 44.0％、女
子 45.0％）、「子ども向けの総合教育映像・
番組」（男子 22.4％、女子 25.9％）である。
女子のほうが高いのは「童謡・アニメソング
などの歌や踊りの映像・番組」（男子 28.1％、
女子 34.3％）、男子のほうが高いのは「電車
や動物などの映像・番組」（男子 22.8％、女
子 6.3％）である。

●「視聴しない」割合は０歳がもっと
も高く 51.0％、４歳がもっとも低く
23.9％

乳幼児が視聴している動画アプリ・ソフト
を子どもの年齢別でみると、図1－6－4の
ようになった。「アニメ映像・番組」は、年
齢が高くなるほど割合が増え、０歳 23.2％、
２歳で 44.5％、５歳 55.0％でもっとも高
く、６歳 52.4％である。年齢が低いほど高
いのは「視聴しない」で、０歳 51.0％、１
歳 42.1％、２歳 29.7％と急激に割合が減少
していき、３歳 30.7％、４歳 23.9％、５歳
25.8％、６歳 28.1％となっている。「童謡・
アニメソングなどの歌や踊りの映像・番組」
は、いずれの年齢でも３割前後と年齢による
差はみられない。「子ども向けの総合教育映
像・番組」は、０～４歳で２～３割であり、
２歳 33.4％がもっとも高く、６歳で 13.3％
に減少する。「電車や動物などの映像・番組」
も２歳がピークで 25.4％、６歳で 10.5％に
減少する。“２歳児の６割は、見たいテレビ
番組が大体決まっている”という先行研究が
あるが（「第３回幼児の生活アンケート」、ベ
ネッセ教育研究開発センター、2005）、動画
アプリ・ソフトでも、０歳から２歳にかけ
て、「視聴しない」割合が急激に減少し、以後、
割合が２～３割で推移することから、２歳の
段階で、ある程度視聴する子どもと視聴しな
い子どもに分かれるのではないかと思われる。
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図1－6－5 視聴する動画アプリ・ソフトの選択（全体、2017年）
（%）

48.7

46.3

33.7

0.2

子どもに見せたいものを親が選択

子どもが気に入るものを親が選択

見たいものを子どもが自由に選択

その他
注1）複数回答。　　注2）N＝2295　　注3）図1-6-3で「視聴しない」と回答した人を除く。

図1－6－6 視聴する動画アプリ・ソフトの選択（子どもの年齢別、2017年）
（%）

子どもに見せたいものを親が選択
子どもが気に入るものを親が選択
見たいものを子どもが自由に選択

０歳後半 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳

100

80

60

40

20

0

注1）複数回答。　　注2）N＝2295　　注3）図1-6-3で「視聴しない」と回答した人を除く。

72.1％
65.4％

2.1％ 11.7％

35.1％

注）フリーアンサーを集計。

表1－6－3 子どもがよくみる（使う）アプリ・ソフト（2017年）
（件数）

生活情報（主にプレママ、母親向け）
SNS
生活情報（母親以外も対象）
コミュニケーションアプリ
Q&A、掲示板
YouTube、動画、音楽、ネットTV
妊娠・育児記録、健康管理、医療
子ども向けコンテンツ
ブログ
写真、アルバム、フォトブックサービス
検索サイト
通販、フリマ
市・区などの行政サイト
まとめサイト
ゲーム
幼稚園、保育園のサイト・サービス
特になし
利用していない

555
322
309
181
141
127
125
91
87
77
76
47
32
22
5
3

1153
1671

●子どもがよくみる（使う）アプリ・ソ
フトの多くは母親向けのものである

子どもがよくみる（使う）アプリ・ソフト
についてフリーアンサーで聞いたものを分
類したものが表1－6－3である（全員回答）。
もっとも多かったのは「利用していない」で、
次いで「特になし」だった。それ以外の回答
を多い順にみると、「生活情報（主にプレマ
マ、母親向け）」「SNS」「生活情報（母親以
外も対象）」「コミュニケーションアプリ」「Ｑ
＆Ａ、掲示板」「YouTube、動画、音楽、ネッ
トTV」「妊娠・育児記録、健康管理、医療」「子
ども向けコンテンツ」と続く。多くのアプリ・
ソフトは母親が自分のためにみたり使ったり
しているものであり、それを子どもも母親
と一緒にみていると推測される。「YouTube、
動画、音楽、ネットTV」と「子ども向けコン
テンツ」は、子ども向けのものが多く含まれ
ていると思われる。

●動画アプリ・ソフトの選択主体は、２
歳から３歳にかけて保護者から子ども
へと変化する

子どものみる動画アプリ・ソフトは、誰が
選択するのか。複数回答で聞いたものが図1
－6－5である。「子どもに見せたいものを親
が選択」48.7％、「子どもが気に入るものを
親が選択」46.3％、「見たいものを子どもが
自由に選択」33.7％であった。子どもの年齢
別にみると（図1－6－6）、０歳、１歳では、「子
どもに見せたいものを親が選択」がもっとも
多かった（０歳 72.1％、１歳 65.4％）。２歳
で「子どもに見せたいものを親が選択」と「子
どもが気に入るものを親が選択」が約４割で、
ほぼ同じ割合になる。３、４、５歳では、「子
どもが気に入るものを親が選択」が「子ども
に見せたいものを親が選択」と逆転する。一
方、「見たいものを子どもが自由に選択」は、
０歳 2.1％、１歳 11.7％、２歳 35.1％と急激
に増加していく。３歳以降は、４割前後とな
り、６歳までほぼ同じ割合である。
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図1－7－1 １週間に友だちと一緒に活動する頻度（2017年）

（%）

ほとんど毎日 週に3～4日 週に1～2日 ごくたまに ほとんどない

40.9 18.3 11.2

4.14.5

3.4

4.52.8

1.5

13.1外で遊んだり、
お散歩をしたりする

おもちゃ（電子メディアを
除く）で遊ぶ

絵本や本、図鑑を読む

テレビ番組をみる

お絵かきをする

ビデオ・DVDをみる

動画アプリをみる

音楽CDを聞く

ゲームアプリ・ソフト
をする

48.4 11.2 11.9

10.8

10.0

11.6

17.2

13.7

12.8

7.4

8.2

16.5

19.2

29.3

45.6

33.3

50.2

64.3

72.5

81.8

83.3

9.4

35.6 15.2 9.1

17.4 11.8

9.3

8.1

35.7

25.9

15.3 8.1

8.2 5.8

6.54.8

4.5

3.5

2.4

かなや数、英語、お絵かき
アプリ・ソフトを使う

注1）「ほとんど毎日」＋「週３～４日」の合計値。
注2）（　　）内はサンプル数。

図1－7－2 １週間に友だちと一緒に活動する頻度（子どもの年齢別、2017年）
（%）

（%）

外で遊んだり、
お散歩をしたりする

おもちゃ（電子メディアを除く）
で遊ぶ

絵本や本、図鑑を読む
お絵かきをする
テレビ番組をみる
ビデオ・DVDをみる
動画アプリをみる
音楽CDを聞く
ゲームアプリ・ソフトをする
かなや数、英語、お絵かき
アプリ・ソフトを使う

29.1
23.4
19.1
2.1
20.4
7.8
6.7
6.7
2.3
2.3

０歳後半
（388）

42.6
38.7
36.1
17.7
31.4
14.2
10.3
6.0
1.8
1.4

１歳
（515）

52.8
52.0
44.9
35.8
38.9
25.6
14.1
8.2
3.5
3.2

２歳
（515）

54.4
54.2
45.9
37.3
41.0
27.8
15.3
9.1
4.4
3.5

３歳
（515）

81.4
79.8
70.2
68.3
50.8
31.4
19.0
9.9
9.3
7.0

４歳
（515）

80.4
83.5
70.7
69.5
48.8
27.5
17.3
8.8
10.1
4.5

５歳
（515）

70.2
76.2
62.7
65.7
46.7
25.6
13.3
8.0
12.8
5.8

６歳
（437）

100

80

60

40

20

0

●友だちと一緒にするのは、おもちゃ遊
び、外遊び、テレビ番組の視聴が多い。
動画アプリの視聴が増加

乳幼児が友だちと遊ぶときに、メディアは
どれくらい活用されているだろうか。園での
活動を含め、１週間にどれくらいの頻度で友
だちと一緒に、どのような活動をしているか
をたずねた。図1－7－1は結果をまとめた
ものである。「ほとんど毎日」一緒に活動す
る比率の高い順に、「おもちゃ（電子メディ
アを除く）で遊ぶ」48.4%、「外で遊んだり、
お散歩をしたりする」40.9%、「テレビ番組
をみる」35.7%、「絵本や本、図鑑を読む」
35.6%、「お絵かきをする」25.9% だった。乳
幼児は、友だちと一緒に、おもちゃ遊び、外
遊び、テレビ番組をみることが多いとわかる。
一方、「かなや数、英語、お絵かきアプリ・
ソフトを使う」「ゲームアプリ・ソフトをする」
は「ほとんどない」が８割以上であり、友だ
ちと一緒に行う比率は低かった。
2013 年も同じ内容を聞いている。若干の
順位の変動はみられるものの、ほぼ同様の傾
向だった。１点異なっていたのが、「動画ア
プリをみる」である。「ほとんど毎日」と「週
に３～４日」を合わせると、2013 年は 6.6％
だったが、2017 年は 14.0％と増えていた。
乳幼児が友だちと一緒に、動画アプリをみて
いることが増えつつあるようだ。

●４歳をピークに、テレビ番組は半数近
く、ビデオ・DVD は２割以上、動画
アプリは１割以上が、友だちと一緒に
みている

子どもの年齢別に、友だちと一緒に活動す
る比率をみた（「ほとんど毎日」と「週に３
～４日」の合計、図1－7－2）。まず、メディ
ア以外の活動である「おもちゃ（電子メディ
アを除く）で遊ぶ」「外で遊んだり、お散歩
をしたりする」「絵本や本、図鑑を読む」「お
絵かきをする」をみると、「お絵かきをする」
を除き、１歳から６歳までトップ３である。
また、年齢別の推移をみると、ほとんどの子
どもが就園している４歳で活動の比率が伸び
ており、いずれの項目も７～８割を推移する。
これらから、乳幼児は、友だちと一緒に、０
歳から、おもちゃ遊び、外遊び、絵本読みを
行うことが多く、就園するとお絵かきを加え
て、これらの活動を高い比率で行い、子ども
の遊びのなかで中心を占めるといえよう。
次に、メディアを使った活動をみよう。友
だちと一緒に「テレビ番組をみる」比率は０
歳で 20.4％、1 歳で 31.4％と年齢に従って
高くなり、４歳の 50.8% をピークに、それ
以降も５割近くを保った。「ビデオ・DVDを
みる」も１歳で 14.2％、２歳で 25.6％と年
齢に従って高くなり、４歳の 31.4% をピー
クに、それ以降も 2 割以上が一緒にみてい
た。「動画アプリをみる」は 1歳で 10.3％と
１割を超え、４歳で 19.0％と 2割近くに達し、
低年齢から友だちと一緒にみていることがわ
かった。また、「ゲームアプリ・ソフトをする」

友だちと一緒にするのは、おもちゃ遊び、外遊び、テレビ番組の視聴が多い。
動画アプリは０歳から、かなや数、英語、お絵かきアプリ・ソフト、ゲームソ
フトは４歳以降で、１割以上が週に１回以上、友だちと使用している。

友だちとのかかわり第７節
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注1）「ほとんど毎日」＋「週に３～４日」の合計値。
注2）網かけは、未就園児で15％を超えるもの。
注3）（　　）内はサンプル数。

表1－7－1 １週間に友だちと一緒に活動する頻度（子どもの年齢区分別・就園状況別、2017年）
（％）

外で遊んだり、お散歩をしたりする
おもちゃ（電子メディアを除く）で遊ぶ
絵本や本、図鑑を読む
お絵かきをする
テレビ番組をみる
ビデオ・ＤＶＤをみる
動画アプリをみる
かなや数、英語、お絵かきアプリ・ソフトを使う
ゲームアプリ・ソフトをする
音楽ＣＤを聞く

36.1
37.9
29.0
18.7
32.8
19.7
11.9
2.2
2.8
4.4

未就園
（1142）

86.7
86.4
84.7
66.8
46.7
28.1
15.6
4.3
4.3
18.9

保育園
（302）

79.1
76.3
65.4
66.6
49.7
28.5
17.3
6.2
10.8
8.4

幼稚園
（1070）

87.9
86.2
81.5
76.7
44.8
25.9
14.1
4.4
9.8
10.8

保育園
（297）

1～3歳 4～6歳

注1）「ほとんど毎日」＋「週に３～４日」＋「週に１～2日」の合計値。
注2）網かけは、10％を超えるもの。
注3）2013年は無答不明を除く。
注4）（　　）内はサンプル数。

表1－7－2 １週間に友だちと一緒にアプリ・ソフトを使う頻度（子どもの年齢別、経年比較）
（%）

動画アプリをみる

かなや数、英語、お絵かき
アプリ・ソフトを使う

ゲームアプリ・ソフトをする

1.2
（550）

10.1
（388）

0.6
（550）

3.3
（388）

0.2
（550）

2.8
（388）

6.2
（509）

14.6
（515）

1.8
（507）

2.4
（515）

0.6
（507）

2.4
（515）

12.8
（427）

20.9
（515）

5.7
（427）

5.9
（515）

3.8
（427）

6.8
（515）

11.6
（434）

23.3
（515）

8.2
（433）

10.3
（515）

6.3
（434）

10.6
（515）

20.9
（431）

28.7
（515）

10.2
（430）

13.4
（515）

12.8
（431）

15.1
（515）

15.4
（414）

28.4
（515）

9.4
（414）

10.1
（515）

16.7
（412）

16.5
（515）

12.8
（391）

26.1
（437）

7.9
（393）

13.6
（437）

23.7
（394）

20.8
（437）

0歳後半 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児

20132013

20132017

20132013

20132017

20132013

20132017

は５歳で 10.1％、６歳で 12.8％と、５歳以
降で友だちと一緒に行っていた。これらから、
乳幼児は、４歳をピークに、友だちと遊ぶと
きにメディアを活用し、４歳以降ではテレビ
番組は半数近く、ビデオ・DVDは２割以上、
動画アプリは１割以上の子どもが友だちと一
緒に週３～４日以上みるなど、子どもが友だ
ちと一緒に遊ぶときに、サブ的な存在になっ
ていると思われる。

●高年齢の幼稚園児と保育園児に差はみ
られないが、低年齢の未就園児には差

就園状況によって、友だちと遊ぶときのメ
ディア活用は異なるだろうか。子どもの年齢
と就園状況別に４つに分けて、友だちと一緒
に活動する比率をみた（「ほとんど毎日」と「週
に３～４日」の合計、表1－7－1）。
メディア以外の活動である「おもちゃで遊
ぶ」「外で遊んだり、お散歩をしたりする」「絵
本や本、図鑑を読む」「お絵かきをする」を
みると、１～３歳の保育園児と、４～６歳の
幼稚園児、保育園児で 65％以上だった。一方、
１～３歳の未就園児の場合、１～３割台だっ
た。これらの活動は、園において友だちと一
緒に行っていると思われる。
メディアを使った活動のうち、「テレビ番
組をみる」「ビデオ・DVDをみる」の比率は、
１～３歳の保育園児と、４～６歳の幼稚園児、
保育園児で差がみられなかった。これらの活
動も一部の園で友だちと一緒に行っている可
能性が考えられる。一方、「動画アプリをみ
る」「かなや数、英語、お絵かきアプリ・ソ
フトを使う」「ゲームアプリ・ソフトをする」
については、就園状況による差はほぼみられ
なかった。

●動画アプリは０歳から、かなや数、英語、
お絵かきアプリ・ソフト、ゲームソフ
トは４歳以降で、1割以上が週に１回
以上、友だちと使用

乳幼児が友だちと遊ぶときに、アプリ・ソ
フトの活用はどれくらい広がっているだろう
か。「動画アプリをみる」「かなや数、英語、
お絵かきアプリ・ソフトを使う」「ゲームア
プリ・ソフトをする」について、「ほとんど
毎日」と「週に３～４日」と「週に１～２日」
を合計して、子どもの年齢別にみたのが表1
－7－2である。2013 年調査でも同様に聞い
ているので、経年比較を行った。
週に１日以上、友だちとみたり使ったりし
ている比率が１割以上の年齢をみると、「動
画アプリをみる」では、０歳で 10.1％であり、
２歳で 20.9％と２割に、４歳で 28.7％と３
割弱に達していた。「かなや数、英語、お絵
かきアプリ・ソフトを使う」では、３歳以降
で１割以上となり、６歳の 13.6％がもっと
も高い比率だった。「ゲームアプリ・ソフト
をする」でも３歳以降で１割以上となり、年
齢に従って上昇し、６歳の 20.8％がもっと
も高い比率だった。
2013 年調査と 2017 年調査を比べると、い
ずれの項目も比率が増える傾向にあり、乳幼
児が友だちと遊ぶときにアプリ・ソフトがど
れくらい取り入れられていくのか、今後も注
目したい項目である。
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注1）網かけは、15%以上のもの（「使ったことがない」を除く）。　　
注2）（　　）内はサンプル数。

表1－8－1 メディアを使い始めた時期（子どもの年齢別、2017年）

テレビ番組
（録画を含む）

ビデオ・ＤＶＤ

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

据え置き型ゲーム機

携帯型ゲーム機

音楽ＣＤ

0歳ごろ

0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）
0歳後半（388）
1歳（515）
2歳（515）
3歳（515）
4歳（515）
5歳（515）
6歳（437）

77.1
72.4
60.6
53.0
51.7
46.4
39.6
40.7
43.1
31.8
24.7
27.2
25.2
22.4
9.3
5.0
4.7
3.7
2.3
1.7
2.7
12.6
8.3
5.6
3.7
1.7
1.0
1.8
35.1
32.0
14.6
7.0
4.3
2.5
2.7
3.6
3.5
2.7
2.1
1.2
1.6
1.8
1.8
0.6
1.0
0.4
0.2
0.8
0.9
1.3
0.8
0.4
0.6
0.6
0.2
1.1
27.1
28.3
25.2
24.7
23.7
16.9
16.2

1歳ごろ

23.1
36.5
37.7
35.1
36.1
40.0

24.7
40.8
43.5
39.0
34.2
35.7

8.2
12.4
9.3
7.4
6.0
3.4

14.2
16.1
10.3
8.0
3.5
3.0

27.2
46.2
29.9
16.7
9.5
8.2

3.1
6.4
3.9
3.3
3.9
2.7

0.8
1.2
1.2
1.7
0.4
0.5

1.4
1.7
1.2
1.4
0.2
0.5

4.7
7.6
7.6
5.6
8.5
7.6

2歳ごろ

2.1
8.5
9.3
12.8
13.3

15.7
21.4
21.2
21.2
18.8

10.3
14.2
11.5
10.7
5.0

11.7
14.8
15.1
10.3
5.9

20.8
34.0
32.4
22.5
11.7

2.9
5.0
6.6
5.6
4.1

2.3
3.1
1.6
2.7
1.4

2.1
3.9
2.7
3.9
1.1

3.3
4.7
5.8
5.8
5.0

3歳ごろ

0.8
1.7
3.1
4.3

4.9
7.2
11.7
13.7

7.2
12.6
11.3
13.3

6.8
12.8
13.8
10.5

8.9
21.0
24.5
18.8

2.3
4.3
5.2
5.7

3.5
3.7
5.0
5.0

3.3
4.3
4.3
5.0

2.5
4.5
5.0
5.7

4歳ごろ

1.2
0.2
1.1

1.6
2.3
4.3

4.7
6.2
9.8

5.6
8.3
9.4

7.0
17.1
19.7

2.1
2.9
5.3

7.2
8.5
6.2

5.6
5.2
4.6

2.3
3.1
5.5

5歳ごろ

0.0
0.0

0.2
1.1

4.3
8.2

5.8
8.9

4.3
16.7

0.6
3.0

6.6
9.2

4.1
11.9

1.6
2.3

6歳ごろ

0.0

0.0

4.1

4.8

2.3

2.3

4.3

7.3

1.4

使ったこと
がない
22.9
4.5
0.8
0.0
1.0
1.4
1.6
59.3
32.2
11.7
5.6
3.9
5.2
3.9
90.7
86.8
72.6
65.6
61.6
59.8
53.3
87.4
77.5
66.6
64.5
56.7
57.3
55.6
64.9
40.8
18.4
20.2
18.6
19.6
19.9
96.4
93.4
88.0
86.6
82.5
80.2
75.1
98.2
98.6
95.5
91.8
85.6
75.9
72.5
98.7
97.9
95.7
91.1
85.4
82.1
68.4
72.9
67.0
63.9
60.6
58.1
59.0
56.3

（%）

現在の年齢 使い始めた年齢

●テレビ番組は１歳ごろまでに、ビデオ・
DVDは２歳ごろまでにみ始めている

乳幼児は、いつからメディアに接し始めて
いるだろうか。2017 年の各年齢全体で、メ
ディアごとにみたり使ったりし始めた年齢を
たずねたものが表1－8－1である。
「テレビ番組（録画を含む）」の場合、０歳
で７割以上、１歳以降のいずれの年齢の子ど
もも「１歳ごろ」までに約８割以上がみ始め
ていた（「１歳ごろ」までにみ始めた比率：
１歳 95.5％、２歳 97.1％、３歳 90.7％、４
歳86.8％、５歳82.5％、６歳79.6％）。また、「ビ
デオ・DVD」の場合、0 歳で 40.7％、１歳
で 67.8％であり、２歳以降のいずれの年齢
の子どもも「２歳ごろ」までに７割以上がみ
始めていた（「２歳ごろ」までにみ始めた比率：
２歳 88.3％、３歳 89.6％、４歳 87.4％、５
歳80.6％、６歳76.9％）。テレビ番組やビデオ・
DVDは、０歳～２歳ごろまでにみ始めるメ
ディアである。
一方、「スマートフォン」では、０歳で「０
歳ごろ」35.1％、１歳で「０歳ごろ」32.0％、「１
歳ごろ」27.2％、２歳で「0歳ごろ」14.6％、
「１歳ごろ」46.2％、「２歳ごろ」20.8％、６
歳では「３歳ごろ」18.8％、「４歳ごろ」
19.7％、「５歳ごろ」16.7％と、どの年齢で
もこの１～３年の間で使い始めている割合が
高かった。近年急速に乳幼児の生活に広がっ
た様子がうかがえる。音楽CDは、いずれの
年齢でも０歳から使い始めている割合がもっ
とも高かった。

●スマートフォンを使い始める時期は、
４年間で低年齢化している

2013 年から 2017 年にかけて、もっとも
変化の大きかったスマートフォンについて
みたものが図1－8－1、2である。「使った
ことがない」割合では、2013 年では、０歳
84.9％、１歳 57.9％、２歳 48.1％であった。
2017 年では、０歳 64.9％、１歳 40.8％、２
歳 18.4％等と、すべての年齢で割合が下がっ
ている。何歳から使い始めたのかをみたとこ
ろ、０歳では、４年間で 15.1％から 35.1％
と20ポイント増加した。１歳では、「0歳ごろ」
と「１歳ごろ」を合わせて、2013 年 42.1％、
2017 年 59.2％と 17.1 ポイント増加している。
2013 年の結果では、子どもが小さいうち
から家庭にあり、早いうちから親しんでいる
メディアは、テレビ番組やビデオ・DVDで
あったが、2017 年の結果では、それにスマー
トフォンが加わり、早期から使い始めている
様子がうかがえた。「使ったことがない」割
合をみると、スマートフォンは、２歳以降は
２割前後で変化がみられない。0歳から２歳
までの間に使い始める子どもが急激に８割ま
で増加し、２歳以降は、使う子どもと使わな
い子どもとに分かれる様子がうかがえる。乳
幼児向けにさまざまな種類のアプリ・ソフト
があるが、乳幼児の親子がそれをどのような
判断で選択に活用していくのかを引き続きみ
ていく必要があるだろう。

メディアを使い始めた時期第８節
乳幼児は、テレビ番組を１歳ごろまで、ビデオ・DVDは２歳ごろまでにみ

始める割合が８、９割前後を占めている。また、スマートフォンは2017年は、
0歳で35.1％が使い始めており、2013年の０歳の15.1％と比較すると、使
い始める時期は早まっている。音楽CDは０歳に使い始める傾向がみられた。
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図1－8－1 スマートフォンを使い始めた時期（子どもの年齢別、2013年）

（%）

注1）無答不明を除く。
注2）（　　）内はサンプル数。

0歳ごろ 1歳ごろ 2歳ごろ 3歳ごろ 4歳ごろ 5歳ごろ 6歳ごろ

15.1

0.7

0.5

0.2

0.5

2.10.9

2.6

 1 歳（506）

 0 歳後半（563）

 2 歳（418）

 3 歳（430）

 4 歳（431）

 5 歳（414）

 6 歳（385）

22.7 19.4

28.3 16.9

9.2 21.3

8.33.1 17.1

24.66.0 21.3

23.7

24.9

18.43.6

7.0

9.8 22.3

15.1 84.9

57.9

48.1

41.6

44.8

46.6

45.5

〈使ったことがない〉

42.1

55.2

54.4

51.951.9

53.453.4

58.4

0.0

図1－8－2 スマートフォンを使い始めた時期（子どもの年齢別、2017年）

注）（　　）内はサンプル数。

0歳ごろ 1歳ごろ 2歳ごろ 3歳ごろ 4歳ごろ 5歳ごろ 6歳ごろ

35.1

2.5

2.7 2.3

 1 歳（515）

 0 歳後半（388）

 2 歳（515）

 3 歳（515）

 4 歳（515）

 5 歳（515）

 6 歳（437）

32.0 27.2

7.021.0

17.124.5

18.8 19.7

46.214.6 20.8

34.0

16.711.7

4.322.5

32.4

29.97.0

4.3 16.7

9.5

8.2

8.9

（%）

35.1 64.9

40.8

18.4

20.2

18.6

19.6

19.9

〈使ったことがない〉

59.2

81.4

80.1

81.681.6

80.480.4

79.8
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第２章

保護者のかかわりと意識

佐藤　朝美（１～４節）
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図2－1－1 あなたはお子さまの子育てについて、どのように行動していますか。（2017年）

（%）

注1）子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）（　　）内はサンプル数。

〈メディアを介した子育てでの行動〉 あてはまる ややあてはまる

ふだんから子どもに
よく話しかけている（3400）

DVD・ブルーレイの内容について
子どもと会話する（1334）

テレビ番組（録画を含む）の内容について
子どもと会話する（3170）

54.8 33.8

34.6 41.9

30.4 44.7

スマートフォン・タブレット端末で遊ばせているとき、
その内容について子どもと会話する（723） 21.6 35.1

スマートフォン・タブレット端末で遊ばせているとき、
その内容について子どもと話し合う（723） 18.1 26.3

スマートフォン・タブレット端末を使って子どもと
一緒に楽しく盛り上がることがよくある（723） 20.6 28.6

●テレビ番組（録画を含む）や DVD・
ブルーレイを通して親子で対話する傾
向がある

本アンケートの対象者は、「ふだんから子
どもに話しかけている」に「あてはまる」「や
やあてはまる」と回答したものが 88.6% と
約９割が該当する（図2－1－1）。このように、
ふだんから子どもに話しかけている保護者が、
各メディアを通してどのように行動するの
だろうか。「テレビ番組（録画を含む）の内
容について子どもと会話する」に「あてはま
る」「ややあてはまる」との回答は、75.1%、
DVD・ブルーレイの内容については 76.5%
であった。別質問においてテレビ番組（録画
を含む）やビデオ・DVDは、「親が家事など
で手をはなせないとき」に活用するという回
答が多いにもかかわらず、その内容について
は話すという結果となっており、視聴前後に、
内容について会話することも想定される。
スマートフォン・タブレット端末では、「遊
ばせているとき、その内容について子ども
と会話する」は 56.7%、「遊ばせていると
き、その内容について子どもと話し合う」は
44.4% だった。テレビ番組や DVD・ブルー
レイと比較し少ないものの、４割以上は対話

をしていた。さらに、「スマートフォン・タ
ブレット端末を使って子どもと一緒に楽し
く盛り上がることがよくある」については、
49.2% で、約５割の親子にとって、スマート
フォン・タブレット端末が、一緒に遊ぶツー
ルとなっている。
図には掲載していないが、子どもの年齢別
にみると、他の年齢より顕著なものとして、
「テレビ番組（録画を含む）の内容について
子どもと会話する」で４歳が 86.5%、「スマー
トフォン・タブレット端末で遊ばせていると
き、その内容について子どもと会話する」で
４歳が 63.2% と他年齢に比べて高い。内容
については４歳ごろの保護者が意識して話し
かけていることが想定される。また「スマー
トフォン・タブレット端末で遊ばせていると
き、その内容について子どもと話し合う」は
２歳が 59.3%、「スマートフォン・タブレッ
ト端末を使って子どもと一緒に楽しく盛り
上がることがよくある」も２歳が 58.5% と、
他年齢に比べて高かった。スマートフォン・
タブレット端末の使用時には、とくに２歳児
の保護者が積極的にかかわろうとしているこ
とが想定される。

親子でのメディアのルール、フィルタリング第１節
保護者のかかわりとして、メディアを介してどのようなかかわりがあるのかた

ずねた。テレビ番組（録画を含む）やDVD・ブルーレイでは６割以上、スマート
フォン・タブレット端末では３割以上で会話ややり取りが行われていた。メディ
アの使用時におけるルールをどのように決めているかについて、メディアの種類
ごとに比較を行った。2013年と比較すると、どの項目でも割合が下がっていた。
ただし、「時間の長さを決めている」ケースが、パソコン、携帯電話以外のメディ
アで３割以上みられた。一方、スマートフォンやタブレット端末等の新しいメディ
アについては、ルールをとくに決めていないケースが多くみられた。フィルタリ
ングによる対策もハードルが高いようであり、ほとんどの保護者がフィルタリン
グをしていない状況であった。
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●親子での各メディアの使用ルールにつ
いて、どの項目も減少の傾向があり、「と
くに決めていない」が増加している

子どもがみたり使ったりしているメディア
について、親子でどれくらいルールを決めて
いるのだろうか。本項目は 2013 年と同一であ
ることから、まずその変化を比較する（図2－
1－2〜9）。どのメディアについても、ほとん
どの項目で４年前より割合が減少している。
テレビについては、「スクリーンに目を近づ

け過ぎないようにしている」「場所を暗くしな
いようにしている」「見方の約束が守れなかっ
たら注意する」について、2013 年より 20ポ
イント以上減少していた。多くの項目で減少
しているが、「時間の長さを決めている」「ス
クリーンに目を近づけ過ぎないようにしてい
る」「場所を暗くしないようにしている」は、
３割以上がルールを決めているとしていた。
ビデオ・DVDについては、「スクリーンに

目を近づけ過ぎないようにしている」「場所
を暗くしないようにしている」「見方の約束
が守れなかったら注意する」が、2013 年より
20ポイント以上減少していた。多くの項目で
減少しているが、「時間の長さを決めている」
「スクリーンに目を近づけ過ぎないようにし
ている」「場所を暗くしないようにしている」
は、３割以上がルールを決めているとしてい
た。これらは、テレビと同様の項目である。
パソコンについては、「内容を確認してい
る」「スクリーンに目を近づけ過ぎないよう
にしている」「場所を暗くしないようにして
いる」「見るときは、親に伝えるように約束
している」「食事中は見ないように約束して
いる」「見方の約束が守れなかったら注意す
る」が、2013 年より 20 ポイント以上減少し
ていた。どの項目も 3割を下回っていた。さ
らに「とくにルールを決めていない」が 20
ポイント以上増加していた。
タブレット端末については、「内容を確認
している」が、2013 年より 20 ポイント以上
減少していた。多くの項目で減少しているが、

「時間の長さを決めている」「スクリーンに目
を近づけ過ぎないようにしている」「場所を
暗くしないようにしている」「食事中は見な
いように約束している」は、３割以上がルー
ルを決めているとしていた。
スマートフォンについては、「見るときは、
親に伝えるように約束している」が、20 ポ
イント以上減少していた。多くの項目で
2013 年より減少しているが、「時間の長さを
決めている」は若干増え、３割以上がルール
を決めているとしていた。ただし、「とくに
ルールを決めていない」が 10 ポイント増加
した。
携帯電話に関しては、どの項目も 2013 年
から変化はなく、「とくにルールを決めてい
ない」が若干上昇し、35.3% となっていた以
外は３割を超えていない。
据え置き型ゲーム機については、「時間帯

を決めている」について、2013 年より 20ポ
イント以上、「スクリーンに目を近づけ過ぎな
いようにしている」「場所を暗くしないように
している」「見るときは、親に伝えるように約
束している」「食事中は見ないように約束し
ている」「見方の約束が守れなかったら注意
する」について、30ポイント以上減少してい
た。多くの項目で減少し、「時間の長さを決め
ている」以外は３割を超えていない。
携帯型ゲーム機については、「場所を暗く
しないようにしている」「見るときは、親に
伝えるように約束している」「食事中は見な
いように約束している」について、2013 年
より 20 ポイント以上、「見方の約束が守れ
なかったら注意する」について、30 ポイン
ト以上減少していた。多くの項目で減少し、
「時間の長さを決めている」「場所を暗くしな
いようにしている」「食事中は見ないように
約束している」で、３割を超えていた。
図には示していないが、年齢別にみると、
どの項目も加齢とともに緩やかに割合が上昇
していた。「スクリーンに目を近づけ過ぎな
いようにしている」においては、テレビ番組
（録画を含む）、パソコン、タブレット端末の

●どのメディアについてもフィルタリン
グをかけている割合は低い

子どもが使用するメディアについてフィル
タリングをかけているのだろうか。子どもが
使うことのあるデジタルメディアにフィルタ
リングをかけているかどうかたずねた。結果
をみると（図2－1－10）、「パソコン」「タブ
レット端末」「スマートフォン・携帯電話」「据
え置き型ゲーム機」「携帯型ゲーム機」とも
にフィルタリングをかけている回答は１割以
下であった。2013 年と比較するとパソコン
が 8.0% から 3.9% と減少していた。
多少の変化があるものの、子どもの誤使用
をフィルタリングにより対策することは、依
然としてハードルが高いようである。この年
代の子どもは、使用している状況を常に保護
者が観察でき、内容も保護者が確認すること
ができるため、いわゆる小学生以上の子ども
で懸念されるいじめや出会い系サイト等のイ
ンターネットのトラブルが起こらないととら
えているとも考えられる。しかし、子どもが
操作方法をわからないがゆえにランダムに
クリックすることで、ウィルスに感染した
り、課金されたりするという問題は懸念され
る。別質問にあるデジタルメディア使用によ
る気がかりの点でも「有料サイトや危ないサ
イトにアクセスする可能性がある」につい
ては、インターネット動画・画像（YouTube
など）やスマートフォン・タブレット端末・
パソコンのアプリ・ソフトで６割以上の懸念
の項目となっている。最近では、タブレット
端末やスマートフォン用のアプリで、子ども
の使用制限が容易にできるものが登場してい
る。端末自体が提供する機能制限もある。ルー
ル決めが減少傾向である現状を踏まえ、アプ
リ、端末の設定、フィルタリングを用いて制
御できることを整理すると同時に、どのよう
なリテラシーを親子が身に付けていくべきか、
幼いころから適切なメディア利用が行えるよ
う検討していくことは重要な課題である。

視聴（使用）が３歳、ビデオ・DVDでは４歳、
スマートフォンでは６歳のときに一番割合が
高く、発達に合わせ、ルールを適用している
ことが想定される。
項目ごとにみていくと、「時間の長さを決め

ている」は、テレビ番組（録画を含む）、ビデオ・
DVD、タブレット端末、スマートフォン、据
え置き型ゲーム機、携帯型ゲーム機の視聴（使
用）で 30%以上だった。「スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている」と「場所を
暗くしないようにしている」が、テレビ番組
（録画を含む）、ビデオ・DVD、タブレット端
末の視聴（使用）で 30%以上であったのに対
し、それ以外は低い割合となっていた。
「内容を確認している」と「見るときは、
親に伝えるように約束している」は、どの
メディアも 30％以下だった。ただし、ス
マートフォンのみ 5 歳がそれぞれ、31.7%、
30.7% と３割を超えており、スマートフォン
に関しては、５歳という年齢がルールを伝え
るタイミングとして適切と考えられているの
ではないかと推察される。
「食事中は見ないように約束している」に
ついては、タブレット端末で 30.5％、携帯
型ゲーム機で 31.4%、「見方の約束が守れな
かったら注意する」はタブレット端末のみ
31.4% と３割を超えていた。
2017 年で新たに設けられた「寝る前に見
ない（使わない）ようにしている」は、どの
メディアも 25％以下、「インターネットをつ
ながない状態で使わせる」についてはどのメ
ディアも 10%以下であった。
どのメディアもルールへの認識が薄くなっ
ているが、メディアごとに重要とされるルー
ルと、ルールを徹底する年齢が若干異なって
いる状況であった。今後はそれらの状況を整
理し、ガイドライン等を設けていくことが重
要な課題である。
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2013年（337） 2017年（393）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－4 パソコンの使用ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

41.2
26.7

21.4
12.7

46.3
17.6

46.9
21.9

49.6
15.0

38.6
8.4

35.6
12.5

7.6

見方の約束が守れなかったら注意する 42.7
12.7

子どもに使わせないようにしている 13.1
18.1

インターネットを
つながない状態で使わせる 1.0

とくにルールを決めていない 7.1
29.8

2013年（309） 2017年（525）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－5 タブレット端末の使用ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

38.2
39.4

19.1
21.3

49.2
25.0

42.4
37.1

42.4
31.8

41.4
22.1

46.0
30.5

20.6

見方の約束が守れなかったら注意する 45.3
31.4

子どもに使わせないようにしている 5.8
7.2

インターネットを
つながない状態で使わせる 2.9

とくにルールを決めていない 6.8
12.6

図2－1－2 テレビ番組（録画を含む）の視聴ルール（経年比較）
2013年（2908） 2017年（3170）

（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

37.9
34.4

38.5
27.3

46.0
26.1

72.6
43.3

63.1
38.2

20.0
10.3

36.3
26.2

16.4

見方の約束が守れなかったら注意する 43.0
21.0

子どもに使わせないようにしている 2.9
3.3

インターネットを
つながない状態で使わせる 2.4

とくにルールを決めていない 10.9
17.5

2013年（1961） 2017年（1334）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－3 ビデオ・DVDの視聴ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

42.3
35.1

30.0
23.1

45.2
26.2

71.5
45.0

62.8
37.1

28.7
15.0

38.2
25.6

16.6

見方の約束が守れなかったら注意する 46.8
22.9

子どもに使わせないようにしている 3.7
4.6

インターネットを
つながない状態で使わせる 1.8

とくにルールを決めていない 9.0
15.1
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2013年（162） 2017年（136）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－8 据え置き型ゲーム機の使用ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

61.7
44.1

40.1
17.6

27.8
19.9

66.0
27.2

58.6
26.5

56.8
19.9

55.6
24.3

14.7

見方の約束が守れなかったら注意する 59.9
22.8

子どもに使わせないようにしている 1.9
5.1

インターネットを
つながない状態で使わせる 4.4

とくにルールを決めていない 2.5
14.7

2013年（248） 2017年（185）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－9 携帯型ゲーム機の使用ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

見方の約束が守れなかったら注意する

子どもに使わせないようにしている

インターネットを
つながない状態で使わせる

とくにルールを決めていない

52.8
44.3

28.6
18.4

28.2
18.4

46.4
29.2

56.9
30.3

46.4
25.4

54.4
31.4

16.2

64.5
28.1

2.0
2.7

9.2

4.8
14.1

2013年（670） 2017年（1387）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－6 スマートフォンの視聴ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

32.5
33.5

13.0
13.5

39.4
21.6

28.2
24.0

32.1
21.0

39.9
17.7

33.9
21.4

14.0

見方の約束が守れなかったら注意する 40.3
21.5

子どもに使わせないようにしている 8.5
9.1

インターネットを
つながない状態で使わせる 2.7

とくにルールを決めていない 12.5
22.5

2013年（150） 2017年（85）
（%）

注1）家にその機器があり、子どもがそれぞれのメディアを1週間のうち、週１～２回以上使っている場合のみを算出。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

図2－1－7 携帯電話の使用ルール（経年比較）

時間の長さを決めている

時間帯を決めている

内容を確認している

スクリーンに目を
近づけ過ぎないようにしている

場所を暗くしないようにしている

見るときは、親に伝えるように
約束している

食事中は見ないように約束している

寝る前に見ない（使わない）
ようにしている

10.0
5.9

0.7
5.9

12.0
7.1

6.7
10.6

11.3
5.9

19.3
8.2

12.7
9.4

4.7

見方の約束が守れなかったら注意する 14.7
3.5

子どもに使わせないようにしている 23.3
15.3

インターネットを
つながない状態で使わせる 5.9

とくにルールを決めていない 26.0
35.3
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図2－1－10 フィルタリングをかけているか（経年比較）
2013年 2017年

（%）

注1）「わからない／家にない」と答えた人を除く。
注2）2013年は無答不明を除く。

8.0
3.9

8.6
6.2

7.1
6.2

3.5
2.7

6.4
5.8

パソコン

タブレット端末

据え置き型ゲーム機

携帯型ゲーム機

スマートフォン・携帯電話
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図2－2－1 子どもがデジタルメディアをみたり使ったりするときのルールの参考（経年比較）

（%）

注1）複数回答。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）（　　）内はサンプル数。

2013年（3113） 2017年（3400）

配偶者の意見

自分の親の意見

配偶者の親の意見

ママ友・先輩ママの意見

医師の意見

保健師の意見

幼稚園の先生や保育士の意見

幼児教育・保育の専門家の意見

医院・診療所などに貼られているポスター

書籍

育児雑誌

新聞・雑誌

インターネット上の子育て情報サイト

インターネット上の個人のブログ

インターネット上のコミュニティサイト、SNS

インスタントメッセンジャー

ツイッター

自分の経験から判断

その他

特にない

人

紙

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

そ
の
他

60.2
50.1

20.1
15.4

8.3
3.7

38.7
20.6

8.4
3.4

7.9
2.6

13.2
5.0

4.3

6.5
3.6

12.0
4.0

30.7
9.1

14.5
1.5

19.3
15.9

2.5
2.5

3.3
2.1

0.2

0.5

41.4
16.6

1.4
0.5

15.7
32.7

●親子のデジタルメディア使用のルール
を決めるときに参考にするのは、配偶
者やママ友・先輩ママの意見から判断
することが多いが、「特にない」が増加
しており、ルールを決める際の参考へ
の意識が薄れている

子どもがデジタルメディアを使用するとき
のルールを決めるのに何を参考にしているの
だろうか。参考にしているもの全てについて
たずねた。結果をみると（図2－2－1）、多
い順に「配偶者の意見」が 50.1%、「特にな
い」が 32.7%、「ママ友・先輩ママの意見」
が 20.6% であった。2013 年と比較すると若
干異なっており、2013 年に２番目に多かっ
た「自分の経験から判断」41.4% は、今回
16.6% で４番目となっている。その他、人か
らの情報では、「自分の親の意見」15.4%、「幼
稚園の先生や保育士の意見」5.0% も少数で
はあるが参考にしている。2013 年より全体
的に参考にする比率が低くなっているものの、
人の話からの情報が依然多いととらえること
ができる。
紙媒体の情報では、「育児雑誌」が 9.1%
と多く、「書籍」4.0%、「医院・診療所など
に貼られているポスター」3.6% と続いてい
る。2013 年と比較すると、多かった「育児
雑誌」が 30.7% からかなり減少し、9.1% と
なっている。「新聞・雑誌」も 14.5% から 1.5%
へ大幅に減少している。
インターネットでは、「インターネット上
の子育て情報サイト」が 15.9% と多かった。

「インターネット上の個人のブログ」「イン
ターネット上のコミュニティサイト、SNS」、
「インスタントメッセンジャー」については、
ほとんど参考にされていない。2013 年と比
較しても変わらない状況であった。
前節で触れたように、ルールを決めること
自体の割合が低くなっているのにともない、
何かを参考にルールを決めるという行為その
ものが減少している可能性がある。
図には掲載していないが、これらの選択率
は、子どもの年齢によっても異なっていた。
「配偶者の意見」は、子どもの年齢があがる
につれ上昇し、0歳の 48.3% から６歳 58.6%
と高くなっている。これに対し、「自分の親
の意見」は、0歳がピークで 17.8%、6 歳で
は 11.2% と減少している。「配偶者の親の意
見」も同様で 0歳が 5.4%、6 歳で 2.3% と低
くなっている。子どもが生まれた当初は親世
代からの意見を参考にしているが、子どもが
大きくなるにつれ、配偶者の意見を参考にし
ている様子がうかがわれる。また、「幼稚園
の先生や保育士の意見」や「幼児教育・保育
の専門家の意見」を参考にしている割合が一
番多かったのは、いずれも４歳（7.0%、5.8%）
で他年齢、全体平均より若干高かった。この
年代では、園や専門家の意見が参考になると
とらえることができる。さらに、０歳が一番
多いものが「医師の意見」で 4.9%、「保健師
の意見」で 5.9%、「医院・診療所などに貼ら
れているポスター」で 14.4% と他年齢、全
体平均より高かった。出産直後は医学的な意
見を参考にしていると考えられる。0歳では、

メディアの使用ルールについて、どのように決めるのかについては、「配偶
者の意見」「特にない」「ママ友・先輩ママの意見」という順で参考にしていた。
2013年よりどの項目も減少し、「特にない」が増加していることから、ルー
ル決めに対する意識が薄らいでいる可能性がある。

ルールの参考、ママ友との話題第２節
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注1）複数回答。
注2）2013年は無答不明を除く。
注3）網かけは、５ポイント以上差があるもの。
注4）（　　）内はサンプル数。　　　

表2－2－1 子どもがデジタルメディアをみたり使ったりするときのルールの参考（園への所属
の有無、経年比較）

（%）

人

紙

インターネット

その他

配偶者の意見
自分の親の意見
配偶者の親の意見
ママ友・先輩ママの意見
医師の意見
保健師の意見
幼稚園の先生や保育士の意見
幼児教育・保育の専門家の意見
医院・診療所などに貼られているポスター
書籍
育児雑誌
新聞・雑誌
インターネット上の子育て情報サイト
インターネット上の個人のブログ
インターネット上のコミュニティサイト、ＳＮＳ
インスタントメッセンジャー
ツイッター
自分の経験から判断
その他
特にない

50.1
15.4
3.7
20.6
3.4
2.6
5.0
4.3
3.6
4.0
9.1
1.5
15.9
2.5
2.1
0.2

16.6
0.5
32.7

54.1
14.9
3.3
21.5
2.8
2.0
6.1
4.3
2.9
3.5
7.7
1.9
13.3
2.3
1.8
0.1

18.9
0.3
28.7

45.3
16.1
4.2
19.7
4.1
3.4
3.6
4.3
4.5
4.7
10.9
1.0
19.2
2.7
2.3
0.3

13.8
0.8
37.3

（1844） （1545）

2013

60.2
20.1
8.3
38.7
8.4
7.9
13.2

6.5
12.0
30.7
14.5
19.3
2.5
3.3

41.4

15.7

2017

園（幼稚園・
保育園・認定
こども園）に
通っている

園や施設に
は通っていな
い（未就園）

「書籍」「育児雑誌」「インターネット上の子
育て情報サイト」「インターネット上の個人
のブログ」「インターネット上のコミュニティ
サイト、SNS」のいずれも選択率が一番高く、
子どもの誕生を機に情報収集を多く行い、そ
れらをもとにルール決めを行っているのかも
しれない。
その他自由記述では、育児のテレビ番組や
ニュースなど、テレビ番組等の情報を参考に
する回答があった（４件）。
また、図には掲載されていないが、母親
の年代ごとの差が大きいものとして、「自分
の親の意見」が挙げられる。29 歳以下では
19.1% で、40 歳以上の 12.3% に比較して高い。
「配偶者の親の意見」も 29 歳以下では 5.4%
で、40 歳以上の 2.4% の倍以上である。20
代は親の意見を参考にしている様子がみられ
る。一方、「医師の意見」は、29 歳以下では
2.9%、40 歳以上では 3.8% であった。母親の
年齢が上がるにつれ、医師の意見を参考にし
ていることがわかる。また、「インターネッ
ト上の子育て情報サイト」は、29 歳以下で
は 14.1%、40 歳以上では 17.2% であり、「イ
ンターネット上の個人のブログ」は、29 歳
以下では 1.6%、40 歳以上では 3.0% であった。

若干ではあるが、年代により情報収集の対象
が異なる様子がうかがえる。
また、園（幼稚園・保育園・認定こども園）
に通っているかどうかで５ポイント以上差が
ある項目があった（表2－2－1）。まず、「配
偶者の意見」は、園（幼稚園・保育園・認
定こども園）に通っているが 54.1％で、未
就園より 8.8 ポイント高かった。「インター
ネット上の子育て情報サイト」は、園や施設
には通っていない（未就園）が 19.2% と高
く、どこか園に所属している 13.3% と差が
あった。逆に「自分の経験から判断」につい
ては未就園が 13.8% と少なく、就園が 18.9%
と多かった。子どもが園に通っていない場合、
インターネット上の子育て情報サイトを参考
にし、自分の経験から判断することが就園の
場合より少ないということがわかる。
いずれにせよ、スマートフォンやタブレッ
ト端末等の新しいメディアの場合、保護者自
身の経験だけでなく、使用にまつわる情報も
蓄積されておらず、参考になるものが少ない
のが現状である。新たなデバイスやツールが
登場する都度、配偶者やママ友、園の先生と
も相談しながらルールを考えていく必要があ
るのかもしれない。
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図2－3－1 メディアへの抵抗感（経年比較）
2013年 2017年

（%）

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）「とても抵抗感がある」＋「まあ抵抗感がある」の合計値。

テレビ番組（録画を含む）

ビデオ・DVD

パソコン

タブレット端末

スマートフォン

携帯電話

据え置き型ゲーム機

携帯型ゲーム機

24.6
23.5

22.9
23.8

70.4
69.7

70.5
70.4

75.3
76.4

73.3
68.4

81.6
77.2

84.7
78.9

図2－3－2 デジタルメディア使用による気がかり（2017年）

注1）「とても気になる」＋「やや気になる」の合計値。
注2）テレビ番組（録画も含む）/インターネット動画・画像（YouTubeなど）/スマートフォン・タブレット端末・パソコンの
　　 アプリ・ソフト（絵本・英語・お絵かき・ゲームなど）の平均。
注3）「有料サイトや危ないサイトへのアクセス」は、インターネット動画・画像（YouTubeなど）/スマートフォン・タブレッ
　　 ト端末・パソコンのアプリ・ソフト（絵本・英語・お絵かき・ゲームなど）の平均。

84.5

49.0

73.7

63.4
69.7

46.9 47.3
53.7

77.8

51.6

62.4
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（%）

●デジタルメディアへの抵抗感は、ゲー
ム機について大きく、テレビ番組やビ
デオ・DVDについては小さい

子どもにデジタルメディアをみせる（使わ
せる）ことについてどれくらい抵抗感がある
のだろうか。使っていないメディアも含め、
メディアごとの抵抗感についてたずねた。結
果をみると（図2－3－1）、「とても抵抗感が
ある」と「まあ抵抗感がある」の合計の回答
は、「テレビ番組（録画を含む）」が 23.5%、「ビ
デオ・DVD」が 23.8% と低かった。2013 年
の結果と比較してもほぼ変化がなく、子ども
が使用することに対する抵抗感が小さい様子
がうかがえる。
一方、ゲームに関する抵抗感は大きく、「据
え置き型ゲーム機」は 77.2%、「携帯型ゲー
ム機」は 78.9% で、７割を超え、2013 年の
結果とほぼ同じである。
その他のメディアについては、「パソコン」
が 69.7%、「タブレット端末」が 70.4%、「ス
マートフォン」は 76.4%、「携帯電話」は
68.4% だった。ゲームと比較すると若干低い
ととらえることもできるが、いずれも６割を
超えている。2013 年の結果と比較しても変
わらず、抵抗感を感じている傾向にある。
図には表示していないが、年齢ごとに抵抗
感をみていくと、どのメディアも０〜２歳が
若干高く、６歳に向け緩やかに減少している
様子がうかがわれる。

●具体的に気がかりになっていることは、
視力の低下や、インターネットの不適
切なサイトへのアクセス、デジタルメ
ディアへの依存が挙げられる

デジタルメディアに対して気がかりに考え
る点はどのような項目なのだろうか。デジタ
ルメディアをみせる（使わせる）ことでどれ
くらい気になるかについてたずねた。結果に
ついては（図2－3－2）、テレビ番組（録画
を含む）、インターネット動画・画像（YouTube
など）、スマートフォン・タブレット端末・
パソコンのアプリ・ソフト（絵本・英語・お
絵かき・ゲームなど）のどのメディアも共通
して、「目や健康に悪い」が「とても気になる」
と「やや気になる」の割合が 84.5% と高かっ
た。次に「夢中になり過ぎる」が 77.8%、「長
時間の視聴や使用が続く」が 73.7% と続いた。
「次のことに切り替えしづらい」が 63.4%、「大
きくなったときのデジタルメディアへの依
存」の 62.4% も含め、メディアが子どもを
惹きつけ、長時間視聴や使用することによ
り、視力が低下したり、夢中になって依存が
大きくなったりすることを懸念している様
子がうかがわれる。その他「受動的になる」
「親子のコミュニケーションが減る」も５割
を超えている。さらに、「生活リズムが乱れ
る」49.0%、「体を動かす遊びとのバランス」
46.9%、「行動や言葉づかいが乱れる」47.3%
も 4割を超えており、デジタルメディアの使

メディアへの抵抗感、気がかり第３節
子どもにデジタルメディアを使わせることへの抵抗感は、2013年と変わら

ず、テレビ番組やビデオ・DVDは比較的小さく、ゲーム機は大きい傾向にある。
新しいメディアはその中間にある。具体的な気がかりの内容は、多い順に「目や
健康に悪い」「夢中になり過ぎる」「長時間の視聴や使用が続く」であった。保護
者は馴染みのあるメディアへの抵抗感は小さく、若い世代ほど新たなメディアに
対する抵抗感が小さい傾向にある。

用による気がかりが多数あることが明らかと
なった。
テレビ番組（動画を含む）以外のデジタル
メディア使用の内容に関しては、インター

ネットでの「有料サイトや危ないサイトへの
アクセス」が 69.7% と高かった。別項目で
のフィルタリングの導入が低い結果を考慮す
ると、今後の大きな課題である。
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注1）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の合計値。
注2）網かけは、50％を超えるもの。
注3）使わせていない人も含めて全員に聞いた結果。

表2－4－1 メディア視聴（使用）によるメリット・デメリット（2017年）
（%）

歌や踊りを楽しめる
知識が豊かになる
社会のマナーやルールを学べる
作る、描くなど表現力を育む
やさしさ、思いやりなどを育む
親子でのコミュニケーションが増す
生活リズムを整えるのに役立つ
集中力がつく
友だちと遊べる
小学校以上の学習で役に立つ
目や健康に悪い
夢中になり過ぎる
長時間の視聴や使用が続く
次のことに切り替えしづらい
大きくなったとき、依存しないか心配
受動的になる
行動や言葉づかいが乱れる
親子のコミュニケーションが減る
体を動かす遊びとのバランスが崩れる
生活リズムが乱れる

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位
11位

93.1
79.3
63.2
59.1
56.9
52.7
42.8
34.5
31.8
29.0
84.3
75.7
72.0
57.9
54.2
52.1
46.8
46.3
41.4
40.8
–

歌や踊りを楽しめる
知識が豊かになる
作る、描くなど表現力を育む
親子でのコミュニケーションが増す
小学校以上の学習で役に立つ
集中力がつく
社会のマナーやルールを学べる
やさしさ、思いやりなどを育む
友だちと遊べる
生活リズムを整えるのに役立つ
目や健康に悪い
夢中になり過ぎる
長時間の視聴や使用が続く
有料サイトや危ないサイトにアクセスする可能性がある
大きくなったとき、依存しないか心配
次のことに切り替えしづらい
親子のコミュニケーションが減る
受動的になる
生活リズムが乱れる
行動や言葉づかいが乱れる
体を動かす遊びとのバランスが崩れる

78.1
44.4
38.4
29.9
24.9
24.6
23.6
21.5
19.6
13.8
84.8
80.7
75.2
71.3
68.3
67.3
57.1
56.3
55.2
53.3
49.4

歌や踊りを楽しめる
知識が豊かになる
作る、描くなど表現力を育む
小学校以上の学習で役に立つ
集中力がつく
親子でのコミュニケーションが増す
社会のマナーやルールを学べる
やさしさ、思いやりなどを育む
友だちと遊べる
生活リズムを整えるのに役立つ
目や健康に悪い
夢中になり過ぎる
長時間の視聴や使用が続く
有料サイトや危ないサイトにアクセスする可能性がある
次のことに切り替えしづらい
大きくなったとき、依存しないか心配
受動的になる
親子のコミュニケーションが減る
生活リズムが乱れる
体を動かす遊びとのバランスが崩れる
行動や言葉づかいが乱れる

66.0
58.3
56.0
37.6
37.5
36.5
32.7
30.9
27.2
19.6
84.5
77.0
73.8
68.1
64.9
64.7
52.8
51.5
50.9
49.9
41.8

テレビ番組（録画を含む） インターネット動画・画像
（YouTubeなど）

スマートフォン・タブレット端末・
パソコンのアプリ・ソフト（絵本・
英語・お絵かき・ゲームなど）

●保護者がテレビ番組（録画を含む）、イ
ンターネット動画・画像、スマートフォ
ン・タブレット端末・パソコンのアプリ・
ソフトで感じるメリットは、「歌や踊り
を楽しめる」「知識が豊かになる」の選
択率が高い

保護者は、子どもがメディアを使用する
際のメリット・デメリットについて、どの
ように考えているのだろうか。「テレビ番組
（録画を含む）」「インターネット動画・画像
（YouTube など）」「スマートフォン・タブレッ
ト端末・パソコンのアプリ・ソフト（絵本・
英語・お絵かき・ゲームなど）」について、使っ
ていない方も含めてたずねた。結果をみると
（表2－4－1）、「テレビ番組（録画を含む）」「イ
ンターネット動画・画像（YouTube など）」「ス
マートフォン・タブレット端末・パソコンの
アプリ・ソフト（絵本・英語・お絵かき・ゲー
ムなど）」についてそれぞれ若干異なってい
た。テレビ番組は「とてもそう思う」と「ま
あそう思う」を合わせた数値が多い順に「歌
や踊りを楽しめる」が 93.1%、「知識が豊か
になる」が 79.3%、「社会のマナーやルール
を学べる」が 63.2% であった。テレビ番組
ではさらに、「作る、描くなど表現力を育む」
「やさしさ、思いやりなどを育む」「親子での
コミュニケーションが増す」が５割を超えて
いた。「生活リズムを整えるのに役立つ」は

４割、「集中力がつく」「友だちと遊べる」は
３割を超えており、多くの項目で肯定的にと
らえていた。
インターネット動画・画像（YouTube など）
は「とてもそう思う」と「まあそう思う」を
合わせた数値が多い順に「歌や踊りを楽しめ
る」が 78.1% と高かった。その他「知識が
豊かになる」が４割、「作る、描くなど表現
力を育む」が 3割を超えているのみであった。
スマートフォン・タブレット端末・パソコ
ンのアプリ・ソフトは「とてもそう思う」と「ま
あそう思う」を合わせた数値が多い順に「歌
や踊りを楽しめる」が 66.0%、「知識が豊か
になる」が 58.3%、「作る、描くなど表現力
を育む」が 56.0% であった。アプリ・ソフ
トはさらに、「小学校以上の学習で役に立つ」
が 37.6%、「集中力がつく」が 37.5% であり、
これらの割合は、他メディアと比べて一番高
くなっている。その他、「やさしさ、思いや
りなどを育む」「社会のマナーやルールを学
べる」「親子でのコミュニケーションが増す」
が３割を超えていた。
以上の結果から、歌や踊りを楽しむという
点はどのメディアでも共通して感じているが、
テレビ番組についてメリットを感じる点が多
く挙げられており、他メディアより肯定的に
受け止められている。また、アプリ・ソフト
では、絵本や英語、お絵かきだけでなくゲー
ムも含めての質問項目となっていたが、他メ

アプリ・ソフトへの意識第４節
デジタルメディアの視聴（使用）への意識は、テレビ番組（録画を含む）、イン
ターネット動画・画像、スマートフォン・タブレット端末・パソコンのアプリ・ソ
フトも共通して、多い順に「歌や踊りを楽しめる」「知識が豊かになる」と可能性
を感じている。一方、気がかりが多い順に「目や健康に悪い」「夢中になり過ぎる」
「長時間の視聴や使用が続く」で、どのデジタルメディアも同様だった。保護者は
インターネット・画像、スマートフォン・タブレット端末・パソコンのアプリ・ソ
フトにデメリットを多く感じている状態である。
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ことにより、視力が低下したり、夢中になっ
て依存が大きくなったりすることを懸念して
いると考える。
表には記載されていないが、各メディアの
デメリットについて年齢が高くなるにつれて
割合が高くなる項目があった。「行動や言葉
づかいが乱れる」「受動的になる」「体を動か
す遊びとのバランスが崩れる」において、ど
のメディアも６歳が一番高かった。テレビ番
組ではその他、「親子のコミュニケーション
が減る」や「生活リズムが乱れる」が加齢と
ともに高くなる。インターネット動画・画像
では、「生活リズムが乱れる」が６歳でもっ
とも高い。アプリ・ソフトでは若干異なり、
上記３つ以外は差がみられなかった。年齢に
ともない、活動が受動的なことや体を動かす
遊びとのバランスが崩れることが気になる、
さらには行動や言葉づかいが乱れることをデ
メリットとして強く感じている様子がうかが
われる。発達段階により、注意すべき点も異
なることが推察される。
親子でどのようなルールを適用していくか、
どのようなリテラシーを身に付けていくべき
か、さらにはフィルタリングの具体的な方法
に対しても、子どもの発達段階を踏まえなが
ら検討していくことが課題である。

ディアに比べて学習で役に立つ、集中力がつ
くといった学習系のツールとしてとらえてい
ると考えられる。

●保護者がテレビ番組（録画を含む）、イ
ンターネット動画・画像、アプリ・ソ
フトで感じるデメリットは、「目や健康
に悪い」「夢中になり過ぎる」の選択率
が高い

デメリットについてはどのように考えてい
るのだろうか。結果をみると（表2－4－1）、
いずれも多い順に「目や健康に悪い」「夢中
になり過ぎる」「長時間の視聴や使用が続く」
の順で、「とてもそう思う」と「まあそう思う」
を合わせた数値が７割を超えていた。
テレビ番組（録画を含む）の４位以降では、

「次のことに切り替えしづらい」が 57.9%、
「大きくなったとき、依存しないか心配」が
54.2%、「受動的になる」が 52.1% と続き、
５割を超えていた。
インターネット動画・画像（YouTube など）
の４位以降では、「有料サイトや危ないサイ
トにアクセスする可能性がある」が 71.3%、
「大きくなったとき、依存しないか心配」が
68.3%、「次のことに切り替えしづらい」が
67.3% であった。インターネット動画・画像
については「体を動かす遊びとのバランスが
崩れる」以外全てのデメリットの項目が他メ
ディアより、選択率が高い結果となっていた。
「スマートフォン・タブレット端末・パソ
コンのアプリ・ソフト（絵本・英語・お絵か
き・ゲームなど）」の４位以降では、「有料サ
イトや危ないサイトにアクセスする可能性が
ある」が 68.1%、「次のことに切り替えしづ
らい」が 64.9%、「大きくなったとき、依存
しないか心配」が 64.7% で、順位は異なる
ものの、インターネット動画・画像と同様の
項目が続いた。
これらはいずれも「気がかり」として挙げ
られていた項目と同じで、デジタルメディア
が子どもを惹きつけ、長時間視聴や使用する
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図3－1－1 母親の平日のメディア使用時間  （経年比較）

（%）

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

未使用群（0分） 低群（1時間未満） 中群（1時間～3時間） 高群（4時間以上）

23.1 17.6
0.9

58.4 〈99.1〉

〈95.7〉

テレビ番組
（録画を含む） 26.2 19.1

4.2
50.4

40.7
1.1

15.0 〈59.4〉

〈53.4〉
ビデオ・DVD

46.6

43.3

34.6
1.5

17.3

65.3
0.0

4.7〈34.7〉

〈26.7〉

ゲーム機
（据え置き型
・携帯型） 73.3

30.0

20.4
0.0

6.3

17.9
2.0

17.8 〈82.2〉

〈70.1〉
パソコン

29.9

62.4

44.7
4.5

20.9

5.5
3.5

22.7 〈94.5〉

〈93.7〉

スマートフォン
・携帯電話 6.3

68.3

38.9 8.646.2

36.5
1.2
〈63.6〉

〈71.5〉
タブレット端末

28.5

51.7

50.7
1.8

10.7

19.0

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）メディアが家庭にある人のみ（＊はそのメディアを使っている人のみ）。かつ子どもが「まったく使わない」人を除く。
注3）〈　　〉は低・中・高群の合計値。

＊

＊

保護者のメディア利用率・使用時間第１節

第１節では、保護者自身が実際の生活で、
どのメディアと、どのようにかかわっている
のか、６種のメディア（「テレビ番組（録画
を含む）」、「ビデオ・DVD」、「ゲーム機（据
え置き型・携帯型）」、「パソコン」、「スマー
トフォン・携帯電話」、「タブレット端末」）
の使用時間から調べた。

●母親のメディア利用率テレビと並行で
スマートフォンが生活に定着

図3－1－1は、平日の家庭でメディアを
使用する時間について母親にたずねた結果を、
未使用群（０分）・低群（１時間未満）・中群

（１時間～３時間）・高群（４時間以上）に
分類したものである。経年で比較するために、
2013 年の調査結果も併記している。

まず、メディア利用率（「自分が見たり使っ
たりしている」低・中・高群の合計値）を把
握する。利用率の多い順から 2013 年と 2017
年を比べると、「テレビ番組（録画を含む）」
99.1% → 95.7%、「スマートフォン・携帯電話」
94.5% → 93.7%、「パソコン」82.2% → 70.1%、

「タブレット端末」63.6% → 71.5%、「ビデ
オ・DVD」59.4% → 53.4%、「ゲーム機（据
え置き型・携帯型）」34.7% → 26.7% であった。

「タブレット端末」の利用率が増加した。
上述の調査結果と「平成 28 年情報通信メ

ディアの利用時間と情報行動に関する調査」
（総務省 情報通信政策研究所、2017、13 歳
から 69 歳までの男女 1500 人が対象）を参照
して考察する。本調査と同じ質問ではないた

め単純比較はできないが、総務省調査のメ
ディア機器利用率（「自分が普段の生活で利
用している」2013 年度と 2016 年度の利用
度）によると、20 代から 40 代までの利用率
は、「スマートフォン」73.9% → 88.8% であっ
た。総務省の調査結果からもスマートフォン
の利用率は、本調査と同様に９割前後となっ
ている。とくに、本調査ではスマートフォン
の利用率が、テレビの利用率に匹敵しており、
スマートフォンは、保護者にとって“生活メディ
ア”として定着している。

●スマートフォンの使用が長時間化

次に、図3－1－1からメディアの使用時
間（低・中・高群別）を読み取る。2013 年
から飛躍的に使用時間が伸長したのが、「ス
マートフォン・携帯電話」である。９割以上
の母親がスマートフォンを使用するなかでも、
中群の使用時間が 22.7% から 46.2% へ２倍
以上、過半数近くに増え、高群も 3.5% から
8.6% に増えた。

この調査結果の背景には、スマートフォン
の劇的普及がある。「平成 29 年版　情報通信
白書」（総務省、2017）によると、2007 年に
iPhone が発売されてから 10 年間で、スマー
トフォンの利用台数は全世界で 40 億台に上
る。スマートフォンは携帯電話と比べ、画面
の拡大・文字量の増加・画像や動画の見やす
さ・情報量の増加が特徴であり、“生活の中心”
となりつつある。

2013年調査と比較して、母親は、スマートフォンを長時間使用していた。さ
らに世代別では、マルチメディア世代の20代・携帯電話世代の30代・パソコ
ン世代の40代では、コホート（同時期に同様な体験をする人々の集団）的特徴
として、パソコンからスマートフォンへ、利用の中心をシフトする傾向がみられた。
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図3－1－2 母親の平日のメディア使用時間（母親の年齢別、2017年）

注1）メディアが家庭にある人のみ。（＊はそのメディアを使っている人のみ）。かつ，子どもが「まったく使わない」人を除く。
注2）（　　）内はサンプル数。

（%）

未使用群（0分） 低群（1時間未満） 中群（1時間～3時間） 高群（4時間以上）

17.6 29.0

17.5

13.3

2.8

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

27.6

31.6

4.4

5.1

43.2 30.8 3.620代以下（412）

30代（1504）

40代以上（387）

テ
レ
ビ
番
組

（
録
画
を
含
む
）

20代以下（637）

30代（2137）

40代以上（475）

ゲ
ー
ム
機
（
据
え

置
き
型
・
携
帯
型
）

20代以下（70）

30代（301）

40代以上（461）

パ
ソ
コ
ン

20代以下（108）

30代（591）

40代以上（225）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

携
帯
電
話

20代以下（455）

30代（1559）

40代以上（365）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

20代以下（105）

30代（406）

40代以上（104）

47.9 34.7 1.0

45.5 38.5 0.8

61.4 22.9 0.0

75.7 19.9 0.0

74.4 20.0 0.0

38.9 38.0 1.9

31.3 46.2 4.7

7.0

5.344.021.8

5.7 22.6 18.2

6.7

6.0 39.3

8.5 58.1 3.6

1.0

24.8 52.4

28.6 49.5

31.7 53.8 0.0

50.5

50.6

50.0

22.3

16.4

15.2

15.7

4.3

5.6

21.3

17.8

28.9

53.4

47.8

29.9

16.2

20.9

14.4

＊

＊

●保護者世代のメディア意識行動の特徴

本調査では、保護者の年齢が 20 代以下か
ら 40 代まで広範囲にわたっているため、さら
に世代別に分析する。保護者のメディアにか
かわる意識行動は、成育時期に接触したメディ
アにより、「76 世代」「86 世代」「96 世代」に
分類でき、コホートとして以下の特徴を保持
している（「メディアイノベーション・ラボ　
インサイトメモ」、電通、2012）。
「76 世代（1976 年前後生まれ 40 歳頃）」

の保護者は、生まれた時からデジタルメディ
アが存在した「デジタルネイティブ」である。
パソコンの普及と共に育ち、青年期にパソコ
ン用 OS の Windows95 が誕生し、インター
ネット黎明期を過ごしている。テレビよりパ
ソコンから情報を入手する。パソコンでイン
ターネットを駆使し、高い操作スキルをも
つ「パソコン世代」である。76 世代以降では、
インターネットを介したコミュニケーション

（CMC：Computer-Mediated Communication）
を、対面をともなうコミュニケーション

（FtF：Face-to-Face Communication）より、楽
で自然ととらえる傾向がある。
「86 世代（1986 年前後生まれ 30 歳頃）」

の保護者は、インターネットや携帯電話の普
及とともに育った世代である。デジタルメ
ディアの操作に抵抗なく慣れ親しみ、イン
ターネットを活用する。インターネットアク
セスは、小学生の頃は主にパソコンで、中学
生ではパソコンに加え携帯電話の利用が増
加し、高校生では NTT ドコモの「i モード」
が誕生し、携帯電話からインターネットの世
界を知る。パソコンより携帯電話で情報収集
する「ケータイ世代」である。思春期の頃に
モバイルメディアやソーシャルメディアの黎
明期を過ごしている。
「96 世代（1996 年前後生まれ 20 歳頃）」

の保護者は、新旧複数のデバイスを縦横無尽
に使いこなす「マルチデバイス世代」である。
動画情報を自在に操り、マニュアルより感覚
でインターネットを使いこなす。この世代は、

発達時期とソーシャルメディア発展期が重な
り、コミュニケーションにはオンタイム（即
時性・同時性）とモバイル志向がみられる。
96 世代が児童期から青年期に入る頃からイ
ンターネットの依存性や有害性の問題が身近
になった。

●パソコンからスマートフォンへ利用シ
フト

図3－1－2は、前掲の図3－1－1を 20 代
以下・30 代・40 代以上の年齢層に細分化し
たものである。「スマートフォン・携帯電話」
と「パソコン」の使用時間を比較すると、顕
著な年代差が表出した。
「スマートフォン・携帯電話」について、

20 代以下では、中群（１時間～３時間）が
53.4％、高群（４時間以上）が 18.2％であ
る。30 代では中群 47.8％・高群 7.0％、40
代以上では中群 29.9％・高群 3.6％であった。

「パソコン」については、20 代以下の中群
21.3％・高群 1.9％、30 代の中群 17.8％・高
群 4.7％、40 代以上の中群 28.9％・高群 5.3％
となっている。

前出の総務省白書「インターネットの利用
機器の状況」においても、利 用 率 が 20 代は
スマートフォン（92%）＞パソコン（79%）、30 代
はスマートフォン（87%）＞パソコン（72%）、40
代はスマートフォン（78%）≒パソコン（73%）
となっている。

このことから、マルチデバイス世代の 20
代とケータイ世代の 30 代は、スマートフォ
ンをパソコンより長時間利用していた。一方、
パソコン世代の 40 代は、スマートフォンと
パソコンの利用は、ほぼ横ばい傾向であった。
保護者の世代によって、メディア利用の中心
が異なることが明確になった。
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図3－2－1 ママ友・パパ友との連絡手段と頻度 （経年比較）

（%）

20132013

2017

（3153）

（3400）

20132013

2017

（3187）

（3400）

20132013

2017

（3151）

（3400）

20132013

2017

（3172）

（3400）

20132013

2017

（3159）

（3400）

20132013

2017

（3170）

（3400）

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）（　　）内はサンプル数。
注3）〈　　〉は「よくある」＋「ときどきある」の合計値。
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第２節では、保護者がママ友と連絡を取る
６種の手段「固定電話の通話」「携帯電話・
スマートフォンの通話」「パソコンのメール」

「携帯電話・スマートフォンのメール」「イン
ターネット上のコミュニティサイト、SNS」

「インスタントメッセンジャー」と、園との
Web サイトを中心にした連絡方法について
調べた。

●ママ友との連絡はSNSがメイン

図3－2－1は、ママ友・パパ友と連絡を
取るために使用する手段別に、頻度（よくあ
る・ときどきある・あまりない・ぜんぜんな
い）を４段階評定尺度でたずねた結果を、「よ
くある＋ときどきある」にまとめたものであ
る。加えて、ママ友・パパ友との６種の連絡
手段を「通話」（固定電話／携帯電話・スマー
トフォン）・「メール」（パソコン／携帯電話・
スマートフォン）・「SNS」（インターネット
上のコミュニティサイト・インスタントメッ
センジャー）の３項目に統括している。経年
比較するために、2013 年の調査結果も併記
している。

全体として６種類の手段のなかで、もっと
も使われている連絡手段は「SNS」の「イ
ンスタントメッセンジャー」で、もっとも使
われていない手段は「通話」の「固定電話」
であった。

個別の手段をみていくと、まず「通話」では、
「固定電話」（4.8％）より「携帯電話・スマー
トフォン」（37.6％）で連絡する母親が約８
倍多かった。しかし「携帯電話・スマートフォ

ン」の通話自体は、2013 年（75.8％）と比
較すると、2017 年は半数近く減少している。
続いて「メール」では、「パソコン」(7.8％ )
より「携帯電話・スマートフォン」(42.9％ )
を６倍近く使用していた。ところが「携帯
電話・スマートフォン」のメールは、2013
年（91.3％）と比較すると、2017 年は二分
の一に減少している。最後に「SNS」では、

「インターネット上のコミュニティサイト」
（25.1％）より「インスタントメッセンジャー」
(72.1％ ) で連絡を取る母親が、３倍近く存在
した。これは、2013 年（31.7％）と比較す
ると、2017 年は２倍以上増加している。

この調査結果は、ソーシャルメディアが、
急激に発展し、急速に定着したことが要因と
考えられる。「平成 28 年情報通信メディアの
利用時間と情報行動に関する調査」によると、
主なソーシャルメディア（mixi、Facebook、
GREE、Mobage、Twitter、LINE、Google+、
YouTube、ニコニコ動画、Vine、Instagram）
の 利 用 率 は、2013 年 は 53 ％ で あ っ た が、
2016 年は 71.2％に増加していることからも、
裏づけられる。

2013年調査と比較して、母親はママ友とSNSでの連絡を多く行い、電
話嫌いやメール離れの傾向がみられた。また園との連絡には、Webサイトを
使っていない保護者が多数派であった。

ママ友や園との連絡手段第２節
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図3－2－2 ママ友・パパ友との連絡手段と頻度（年齢別、経年比率）

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）（　　）内はサンプル数。
注3）〈　　〉は「よくある」＋「ときどきある」の合計値。
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（681）
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（495）

31.3 〈71.8〉40.5

27.3 〈72.8〉45.5
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5.9〈7.6〉
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2013 2017
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1.3
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27.3 〈78.0〉50.7

30.6 〈77.3〉46.7

30.8 〈71.3〉40.5
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〈13.0〉
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17.1 〈53.9〉36.8

10.6〈33.4〉22.8

〈18.6〉12.8
5.8
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●ママ友連絡はSMC

ママ友との連絡手段として、SNS が主
流になったことは、保護者はソーシャルメ
ディアを介したコミュニケーション（SMC：
Social Media Communication） を 展 開 し て
いることを意味している。LINE、Twitter、
Facebook、Instagram などが基盤となり、保
護者が情報の受け手に留まらず、使い手、作
り手、送り手にまで発展し、ママ友コミュニ
ティを形成する。SMC では、保護者自身と
ママ友の存在を意識化と可視化できる反面、
インターネットと現実のコミュニティのシー
ムレス化が生じ、ママ友との適切な距離感を
保つのが困難になる場合も懸念される。

●どの世代も「通話」は敬遠

図3－2－2は、前掲の図3－2－1を 20 代
以下・30 代・40 代以上の年齢層に細分化し
たものである。

2017 年では「固定電話」での「通話」が、
どの世代ももっとも使用頻度が低かった（20
代以下 4.4％・30 代 4.2％・40 代以上 7.9％、「よ
くある」「ときどきある」の合計）。また、「携
帯電話・スマートフォン」で「よく」通話す
る保護者を経年比較すると、20 代以下では
50.7％→ 13.1％、30 代では 46.7％→ 9.2％、
40 代以上では 40.5％→ 8.1％と、大幅に減少
していた。

この背景には、昨今の「電話への苦手意識」
がある。「固定電話の減少で電話の応対に慣
れない若者や電話恐怖症の人が増加してい
る」と言われている（日本経済新聞、2017）。
電話は、通話の発信者と受信者、双方の時間
を拘束する。通話から非言語的情報（声の調
子や話し方）を不用意に互いに提供してしま
う。このような電話の不便さを感じる保護者
は、ママ友との連絡手段に敢えて選択しない
と推察する。いわゆる“ママ友”は、保護者
自身が信頼している友人たちと構築している
人間関係や趣味嗜好のコミュニティではなく、

子どものために半強制的に所属するコミュニ
ティである。よって、気を使う相手である“マ
マ友”にわざわざ「通話」をするより、他の
便利な連絡手段を選択したと推察される。

●「メール」離れからお手軽「SNS」へ

2017 年でもっとも使用頻度が高かった連
絡手段は、どの世代も「SNS」の「インス
タントメッセンジャー」であった（20 代以
下 71.8％・30 代 72.8％・40 代以上 69.7％）。
とくに、40 代以上のパソコン世代が「よく」
SNS する頻度は、2013 年は 12.8％に留まっ
ていたが、2017 年は 41.8％まで３倍以上伸
びていた。

SNS が連絡手段として保護者に選択され
た背景としては、先述の「通話」敬遠に加え
て、「メール」離れが考えられる。スマートフォ
ン・携帯電話のメールを「よく」使う保護
者を経年比較すると、20 代以下では 59.0％
→ 9.8％、30 代では 70.9％→ 13.6％、40 代
以上では 70.9％→ 14.5％と大幅に減少して
いた。2013 年の調査では「メール」がもっ
とも使われる連絡手段であったが、2017 年
は「SNS」に移行している。

この結果は、「平成 28 年情報通信メディ
アの利用時間と情報行動に関する調査」と合
致している。年代別の主なソーシャルメディ
アの利用率は、20 代では 98.2％、30 代では
97.4％、40 代では 87.5％であり、SNS がど
の世代においても急速に浸透していることが
わかる。「通話」より便利であった「メール」
以上に、「SNS」の手軽さが世代を問わず認
識されている結果である。「SNS」は、「メー
ル」の煩わしさが払拭されている。例えば、
LINE の場合、既読システム、多種多様なス
タンプ、一気に確認できる履歴、無料アプリ
がメリットとなっている。

換言すると、マルチデバイス世代の 20 代
に牽引されて、ケータイ世代の 30 代、パソ
コン世代の 40 代が、「SNS」の利用頻度を
高めたといえる。
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注1）未就園児を除く。
注2）複数回答。
注3）（　　）内はサンプル数。

表3－2－1 園との連絡方法（2017年）
（%）

育児日誌アプリ
写真撮影サイト
園のブログ
園のSNS
その他：スマホ経由
その他：園の手書き連絡帳
使っていない

3.8
5.9
4.9
4.3
0.8
1.9
81.7

40代以上
（371）

3.1
7.3
7.2
4.0
1.7
2.4
78.7

30代
（1270）

7.9
9.3
7.0
7.0
1.9
3.3
75.7

20代以下
（214）

●園との連絡、大多数はWebサイト「使っ
ていない」

表3－2－1は、園との連絡方法について、
「育児日誌アプリ（hugmo、kidsly、コドモン、
きっずノートなど）」「写真撮影サイト（ス
ナップスナップ、るくみー、スクールフォト
など）」「園のブログ」「園の SNS（Twitter、
LINE、Facebook など）」「その他」「使って
いない」の６選択肢（複数回答）でたずねた
結果を、20 代以下・30 代・40 代以上の年齢
層に細分化したものである。なお前述のママ
友・パパ友の連絡手段とは質問項目が異なる
ため、ママ友との比較は控える。

いずれの年代も Web サイトでの連絡方法
を「使っていない」母親が８割前後を占め
ていた。「使っている」場合は、20 代以下で
は 24.3％、30 代では 21.3％、40 代以上では
18.3％だった。

この調査結果から、以下の２点が示唆され
る。第一は「保護者は園との連絡では Web
サイトを好まない」可能性である。プライ
ベートではママ友との連絡は SNS を多用し
SMC を行う傾向があるが、オフィシャルの
園との連絡は依然 FtF の対面コミュニケー
ションが存続していると考えられる。連絡先
の先生が、FtF を重視するアナログメディア

で育った「デジタル移民」世代（50 代前後）
の場合もある。また園との連絡方法は、伝え
たい内容（単なる欠席連絡から深刻な育児相
談まで）によって手段を使い分ける場合もあ
るため、今回の調査で Web サイトを選択し
なかった可能性も否めない。

第二は「保育所、幼稚園、こども園では
ICT 化に積極的ではない」可能性である。例
えば、質問項目に挙げられていた hugmo（ハ
グモー）の場合、子育てクラウドとして、連
絡帳サービス hugnote をアプリ提供している。

「お知らせ、個別連絡、スケジュール、フォ
ト管理、各種申請など」をデジタル化し、園
と家庭の連絡を効率化している（hugmo co., 
Ltd.、 2018）。しかし、実際の保育現場では
周知されていない現状がある。NHK 放送文
化研究所が行った「2015 年度　幼稚園にお
けるメディア利用と意識に関する調査」で
は、園では保育活動に ICT を積極的に取り
入れておらず、「慎重な態度」である。加え
て、20 代・30 代の若手保育者は、先輩や同
僚から情報収集するのが 94％、インターネッ
トの情報検索は 43％であった（小平、2016）
ことから、マルチデバイス世代はもとより、
パソコン世代、ケータイ世代、デジタル移民
世代に至るまで、保育者の ICT に対する消
極的意識が根底にあると考える。
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注1）複数回答。
注2）各項目の詳細は以下のとおりである。

情報収集：「知りたいことについて、検索するなど、情報収集をしている」
情報交換：「子育て情報を交換している」
情報発信：「自分の活動を発信したり、コメントを書き込んだりしている」
定期閲覧：「情報を定期的に見ている」
グッズ購入：「子育て関連のものを購入している」
地域外仲間：「地域でのつながりとは異なる子育て仲間を作っている」

表3－3－1 Webサイト・SNSの子育て利用（2017年）
（%）

情報収集
情報交換
情報発信
定期閲覧
グッズ購入
地域外仲間

7.7
8.9
6.6
8.9
1.6
3.1

インスタント
メッセンジャー

6.2
1.6
3.9
6.0
1.1
0.7

Twitter

12.7
4.4
9.9
14.6
1.7
2.2

コミュニティ
サイト、SNS

13.5
1.0
1.2
6.4
1.5
0.3

掲示板

19.2
1.6
3.7
13.5
1.7
0.7

個人のサイト
やブログ

28.8
2.1
1.8
14.6
5.7
0.9

情報サイト
（企業や団体など）

注）複数回答。

表3－3－2 スマートフォン・タブレット端末のカメラ機能使用目的（親子比較、2017年）　
（%）

何らかの記念撮影
子どもが制作した絵や作品等の撮影
逆上がりのシーンなど子どもの動画
何かの動きを観察する動画
その他
使っていない

31.2
14.0
8.9
11.4
4.3
57.6

子ども
89.6
53.7
59.8
不問
3.3
7.1

保護者

第３節では、保護者が子育てに、Web サ
イト・SNS（企業団体などの情報サイト、
個人のサイトやブログ、掲示板、mixi や
Facebook などのコミュニティサイト・SNS、
Twitter、LINE などのインスタントメッセ
ンジャー）をどのように利用しているか、６
つの行動パターン（情報収集、情報交換、情
報発信、定期閲覧、グッズ購入、地域外の仲
間作り）から分析する。加えて、実際に子育
てで利用している Web サイト、SNS、アプリ・
ソフトの具体例から傾向を検討する。

●WebサイトやSNSを消極的利用

表3－3－1では、情報収集として「知り
たいことについて、検索するなど、情報収集
をしている」、情報交換として「子育て情報
を交換している」、情報発信として「自分の
活動を発信したりコメントを書き込んだりし
ている」、定期閲覧として「情報を定期的に
見ている」、グッズ購入として「子育て関連
のものを購入している」、地域以外の仲間作
りとして「地域でのつながりとは異なる子育
て仲間を作っている」場合、どの Web サイ
トや SNS を利用するかを複数回答でたずね
たものである。

なお 2017 年調査は、2013 年の質問項目
の縦軸と横軸を反転させてたずねていたため、
経年比較は控える。

情報収集では「情報サイト（28.8％）」、情
報交換では「インスタントメッセンジャー

（8.9％）」、情報発信では「コミュニティサイ
ト、SNS（9.9％）」、定期閲覧では「情報サ

イト（14.6％）」「コミュニティサイト、SNS
（14.6％）」、グッズ購入には「情報サイト
（5.7％）」、地域外の仲間作りでは「インスタ
ントメッセンジャー（3.1％）」がもっとも利
用されていた。しかし、いずれも使わない保
護者が多数派であり、Web サイト・SNS の
子育て利用は積極的ではない。

●スマートフォン・タブレット端末のカ
メラ、保護者記念利用

表3－3－2では、保護者がスマートフォ
ンやタブレット端末のカメラ機能を利用する
目的について、「何らかの記念撮影」「子ども
が制作した絵や作品等の撮影」「逆上がりの
シーンなど子どもの動画」「その他」「使って
いない」の５選択肢から複数回答で、保護者
が撮影する場合と子どもが撮影する場合でた
ずねたものである。

子どもの利用が少なかった理由としては、
言語・認知・身体的発達が途上の乳幼児も調
査対象に含まれるため、子どもが明確な目的
をもって自ら撮影する機会は必然的に制限さ
れていたこと、保護者が子どもの利用意図を
くみ取るのは困難であったことが考えられる。

保護者が撮影する場合は、「何らかの記念
撮影」がもっとも多く（89.6％）、「逆上がり
のシーンなど子どもの動画（59.8％）」と「子
どもが制作した絵や作品等の撮影（53.7％）」
が続く。いずれも子どもの成長を記録するた
めに利用していると思われる。

母親は、子育てのためにWeb サイト・SNS を消極的に利用していた。
Webサイト・SNS・アプリを、目的に応じ使い分け、実際の育児に役立てて
いる。

Webサイト・SNSの子育て利用第３節
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●Web サイト・SNS・アプリを上手に
使い分け

子育てで実際によく利用する Web サイ
ト・SNS、アプリについて具体的にたずねた。
自由記述で挙げられた回答を「ひよこクラブ」
2016 年 1 月号の記事「育児に使えるアプリ
厳選 31」を参考に、以下の５系統にまとめた。

「ママ同士交流系」「お助けお世話系」「思い
出づくり系」「泣き止みあやし系」「生活充実
系」である。

・ママ同士交流系
ママ専用 SNS や掲示板にアクセスできる。

妊活中の人や妊娠中のプレママや子育てに悩
む新米ママが先輩ママに相談できたり、ママ
友を探したり、子育てトークが展開されてい
る。例えば、「ママリ Q」は匿名の Q&A アプリ、

「ウィメンズパーク」は約 5000 万人が利用
する口コミサイト、「ピカママ」はプレママ・
新米ママ専用の SNS である。「Instagram」
では、「＃（ハッシュタグ）月齢」を入力す
ると関連情報が入手できる。

・お助けお世話系
授乳や排泄を記録したり、子どもの発達に

関するアドバイスをもらえたり、日々の育児
をサポートする。例えば、「まいにちのたま
ひよ」は、妊娠中から２歳になるまで子ども
の成長・発達やママの健康などについて、定
期的にアドバイスが届くアプリである。「ベ
ビ☆マ」は、授乳やおむつ替え施設の情報を
投稿でき、実際の利用者の口コミ情報もある
参加型探索アプリである。「授乳ノート」は、
授乳・離乳食・排泄・昼寝の時間を簡単に記
録でき、排便のリズムや食事のタイミングを
把握できるアプリである。「ラブベビ手帳」
は、予防接種スケジュールを自動作成でき事
前にアラート通知が届く。きょうだいがいる
場合は、複数人の管理も可能なアプリである。

「クックパッド」は、日本最大のレシピサー
ビスサイトで、離乳食のレシピも満載してい

る。「Yahoo! 知恵袋」は、Yahoo! JAPAN が
運営する参加者同士が知識や知恵を教え合う
Q&A アプリである。

・思い出づくり系
撮りためた子どもの写真や動画をフォト

ブックやムービーにして保存できる。例えば
「TOLOT」は、スマートフォンに保存して
いる写真からフォトブックを制作できる有料
アプリである。「Film Story」は、動画や写
真をつなげて BGM を加えたムービーが制作
できる有料アプリ（お試し版は無料）である。

・泣き止みあやし系
夜間や公共の場で泣き止まないときやぐ

ずったときに、落ち着かせるために利用す
る。「泣きピタ！」は、胎内音や電車音やピ
アノ音など泣き止ませ効果音や音楽を提供し
ているアプリである。「いないいないばあ」は、
動物たちがいないいないばあをする音声つき
の知育絵本アプリである。

・生活充実系
生活必需品や育児グッズを購入したり、出

品したりし、日々の節約に役立てる。例えば、
「メルカリ」は、日本最大級のフリマアプリで、
ベビー服や玩具などの出品も多い。「アマゾ
ン」は最大手のインターネット通販サイトで
限定地域では急ぎの配達も可能である。

保護者は、上記の目的に沿って、Web サ
イト・SNS・アプリを使い分けていること
がわかった。

※Web サイト・SNS・アプリの名称・情報
は変わることがあります。
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図3－4－1 母親のメディアへの親和性と依存性（経年比較）

（%）

あてはまる ややあてはまる

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

テレビ番組を
見るのが好きである

（親和性）
テ
レ
ビ
番
組

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）〈　　〉は「あてはまる」＋「ややあてはまる」の合計値。
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メールをずっと
確認している
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メ
ー
ル

14.1
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〈16.3〉

〈18.5〉

ゲームアプリ・ソフトで
遊ぶのが好きである
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ー
ム
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8.9

ゲームアプリ・ソフトに、
時間を忘れて没頭する

（依存性）

7.1

15.15.6

1.8
〈8.9〉

〈20.7〉

第４節では、保護者のメディアにかかわる
意識について、４種のメディア（テレビ、イ
ンターネット、メール、ゲームアプリ・ソフ
ト）とのかかわりを親和性と依存性の２つの
観点から調べた。

●親和性はインターネットが１位、テレビが２位

図3－4－1は、母親にメディアとのかか
わりについて、４段階評定尺度（「あてはまる」
「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」
「まったくあてはまらない」）でたずねた結果
から、「あてはまる」「ややあてはまる」の合
計をまとめて、メディア別に分類したもので
ある。経年比較するために、2013 年の調査
結果も併記している。
メディアへの親和性で、上位を占めたの
が、インターネットとテレビである。82.5％
の母親が「インターネットで情報を取り入れ
るのが好きである」、80.8% の母親が「テレ
ビ番組を見るのが好きである」と回答した。
2013 年と比較すると、インターネットへの
親和性が 76.2％から 82.5％まで上昇し、テ
レビを抜いている。

●依存性はテレビが１位、インターネットが２位

メディアへの依存性は、テレビ、インター
ネットの順で高かった。「家にいるとき、テ
レビをつけたままにしている」母親は、過半
数（55.1%）いる。「インターネットに、時
間を忘れて没頭する」母親は 43.3％であった。

2013 年と比較すると、とくに「インターネッ
トに、時間を忘れて没頭する」が 29.1％か
ら 43.3％となり、15 ポイント近く依存性が
増加している。「メールをずっと確認してい
る」母親は２割（18.5％）存在する。

●インターネットの親和性と依存性は表裏一体

インターネットの親和性と依存性に顕著な
変化が表出した要因として、爆発的に普及し
たスマートフォン（第１節参照）によるイン
ターネット利用が考えられる。スマートフォ
ンの利便性にともないインターネットへの親
和性が高まる。そして、インターネットへの
依存性も高まっていく。インターネットへの
親和性と依存性は同じ根幹をもっている。
昨今インターネットへの依存（ネット依存）

は社会問題になっており、本調査においても
４割の母親が依存を意識している現状は看過
できない。ネット依存には大概して３タイプ
ある（樋口、2015）。リアルタイム型ネット
依存（チャット・ネットゲームなどリアルタ
イムのコミュニケーションサービスへの依存）、
メッセージ型ネット依存（ブログ・掲示板・
SNSへの書き込みやメール交換などメッセー
ジ交換サービスへの依存）、コンテンツ型ネッ
ト依存（ネット上の記事や動画などのコンテ
ンツなど、受信のみで成立する一方的サービ
スへの依存）である。今回の質問項目にはな
かったが、保護者がどのタイプのネット依存
であるかを知ることは、子どものネット依存
の現状を知る手掛かりになるであろう。

保護者のメディアに対する親和性と依存性第４節
2013年調査と比較して、全体的に母親はインターネットに対する親和性が
高く、インターネットとゲームへの依存性が増加していた。年代比較したところ、
20代以下はテレビへの親和性と依存性がともに高かった。インターネットへの
親和性と依存性は、どの年代も同じ傾向がみられた。ゲームへの親和性と依存性
については、マルチデバイス世代の20代とパソコン世代の40代に差がみられた。
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図3－4－2 母親のメディアへの親和性と依存性（母親の年齢別、2017年）

注）〈　　〉は「あてはまる」＋「ややあてはまる」の合計値。
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テレビ番組を
見るのが好きである

（親和性）

家にいるとき、テレビを
つけたままにしている

（依存性）

インターネットで
情報を取り入れるのが

好きである
（親和性）

インターネットに、
時間を忘れて没頭する

（依存性）

メールをずっと
確認している
（依存性）

ゲームアプリ・ソフトで
遊ぶのが好きである

（親和性）

ゲームアプリ・ソフトに、
時間を忘れて没頭する

（依存性）

●テレビへの高い親和性と依存性は20
代

図3－4－2は、前掲の図3－4－1を 20 代
以下・30 代・40 代以上の年齢層に細分化し
たものである。
テレビへの親和性と依存性については、い
ずれも 20 代以下がもっとも高くなっている。
マルチデバイス世代の 20 代であるが、９割
近くがテレビ好きで、７割近くがテレビをつ
けたまま生活している。この調査結果は、決
して矛盾はしない。なぜなら、NHK放送文
化研究所が実施した「モバイルシフト社会と
テレビ調査」によると、「モバイル端末（ス
マホ・タブレット）への親密度が高く手放せ
ないグループは、テレビを必要と思う人が９
割近くに上り、テレビを見るのが大好きな人
が８割に達する（平田・北村、2017）」こと
がわかっているからである。

●インターネットへの親和性と依存性は
どの年代も同傾向

インターネットへの親和性と依存性につい
ては、マルチデバイス世代の 20 代、ケータ
イ世代の 30 代、パソコン世代の 40 代、ど
の世代もほぼ同じ傾向を示している。これは、
インターネット全般を質問の範疇としたため、
パソコンでインターネットにアクセスする
40 代も該当したと考えられる。仮にSNSを
質問項目として挙げていたら、世代差が生じ
ていた可能性がある。

●ゲームへの親和性と依存性は20代＞
40代

ゲームへの親和性と依存性については、マ
ルチデバイス世代の 20 代とパソコン世代
の 40 代では、明確な差が表出している。親
和性は、20 代以下は 43.2％だが、40 代以
上は 27.3％である。依存性は、20 代以下は
27.7％だが、40 代以上は 15.1％である。「第
１節　保護者のメディア利用率・活用時間」
図3－1－2に示したように、ゲーム機（据
え置き型・携帯型）の使用時間についても、
20 代以下の中群（１～３時間）は 15.7％で
あり、40代以上の中群は5.6％であった。ゲー
ムに関しては、やはり新旧複数のデバイスを
駆使する 20 代のほうが関与が深いと考えら
れる。
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図3－5－1 家庭のメディアルール （経年比較）

（%）

あてはまる ややあてはまる

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

20132013

2017

回答者の子どもに対する配慮
（私は、子どもの前で、マナーに

気をつけている）

配偶者の子どもに対する配慮
（配偶者は、子どもの前で、
マナーに気をつけている）

家族で適切な話し合い
（家族で、子どもが見たり
使ったりする内容が年齢に
適切か、話し合っている）

配偶者への懸念
（配偶者の、お子さまへの
メディアの見せ方・使わ

せ方が気になる）

自分の親や配偶者の親への懸念
（自分の親や配偶者の親の、
お子さまへのメディアの見
せ方・使わせ方が気になる）

注1）2013年は無答不明を除く。
注2）〈　　〉は「あてはまる」＋「ややあてはまる」の合計値。
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〈42.1〉

〈49.7〉

12.4

22.7
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〈31.6〉

〈37.5〉

8.9

第５節では、デジタルメディア（テレビ、
ビデオ・DVD、アプリ・ソフトを想定）を
使用する際の家庭のメディアルールについて、
母親・父親・祖父母の観点から調べた。

●母親は情報モラル意識高い系

図3－5－1は、母親に家族でのメディア
ルールについて、４段階評定尺度（「あては
まる」「ややあてはまる」「あまりあてはまら
ない」「まったくあてはまらない」）でたずね
た結果から、「あてはまる」「ややあてはまる」
の合計をまとめたものである。経年比較する
ために、2013 年の調査結果も併記している。
子どもに対する配慮としては、母親・父親・
家族の３視点からたずねている。
73.6％の母親が、「私は、子どもの前で、
マナーに気をつけている（長時間見ない・子
どもに刺激的な内容を避けるなど）」と回答
している。一方、自分の「配偶者は、子ども
の前で、マナーに気をつけている」と回答し
たのは、55.1％であった。このことから、母
親の多くは、自ら情報モラルの高さを認識し
ているが、父親に対しては、半数近くがマナー
を守っていないと厳しい視点で評価している
ことがわかる。2013 年と比較すると、子ど
もへの配慮は、母親・父親ともに若干減少し
ている。
「家族で、子どもが見たり使ったりする内
容が年齢に適切か、話し合っている」と回答
した母親は、42.2％であった。子どもの発達
段階に即して、コンテンツを吟味し、子ども
に配慮している家庭は、半数以下であること
がわかった。

●父親の態度に心配

子どもに対する懸念としては、父親と祖父
母の２視点からたずねている。
49.7％の母親は、「配偶者の、お子さまへ
のメディアの見せ方・使わせ方が気になる」
と回答していた。一方、「自分の親や配偶者
の親の、お子さまへのメディアの見せ方・使
わせ方が気になる」と回答したのは、37.5％
であった。2013 年と比較すると、いずれも
６～７ポイント増加している。
半数近くの父親が、子どもに対して、母親
が不安を抱くようなデジタルメディアの見せ
方や使わせ方を行っていることがわかる。こ
の質問項目では、具体例をたずねていないの
で、懸念材料の詳細はわからないが、母親の
心配の種として、父親の態度があることは明
らかである。この結果には、母親が子どもに
対して自分の態度に自信をもっていることが
根底にある。これは、母親が子育ての過程で
抱く「世代継承性（次世代を育成する関心）」
（Erikson、1950、岡本・深瀬、2017）とかかわっ
ている。すなわち、母親にとって、高度情報
社会のなかで子どもを育てていくことは、メ
ディアルールの遵守につながり、そこに母親
として意義を見いだしているのではと考える。

母親は、自分の情報モラル意識は高く、子どもに対して十分な配慮をしてい
ると感じている。一方、父親に対しては、子どもへの配慮や態度を心配している。

家庭のメディアルール第５節
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